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平
成
28
年
度
全
国
高
等
学
校
総
合
体
育
大
会
の
ホ
ッ

ケ
ー
競
技
が
、
7
月
30
日
か
ら
8
月
3
日
ま
で
の
5
日

間
、
鳥
取
県
で
開
か
れ
ま
し
た
。
大
会
で
は
男
子
28
校
、

女
子
20
校
が
高
校
日
本
一
を
か
け
て
熱
戦
を
繰
り
広
げ

ま
し
た
。

　

丹
生
高
校
女
子
は
、
2
回
戦
で
福
岡
県
玄
界
高
校
と

対
戦
し
5
対
0
、
準
々
決
勝
で
奈
良
県
天
理
高
校
と
対

戦
し
2
対
0
で
勝
利
し
、
準
決
勝
に
進
出
し
ま
し
た
。

　

準
決
勝
で
は
、
岩
手
県
不こ
ず
か
た
来
方
高
校
と
対
戦
。
両
校

と
も
激
し
く
攻
め
合
う
も
、
な
か
な
か
得
点
に
結
び
つ

け
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
前
半
16
分
に
丹

生
高
校
が
先
制
点
を
取
り
ま
し
た
。
し
か
し
、
終
了
間

際
に
同
点
に
追
い
つ
か
れ
、
試
合
は
シ
ュ
ー
ト
ア
ウ
ト

戦
に
も
つ
れ
込
み
ま
し
た
。
シ
ュ
ー
ト
ア
ウ
ト
戦
は
、

1
対
0
で
制
し
、
決
勝
戦
に
進
出
し
ま
し
た
。

　

決
勝
戦
で
は
、
岐
阜
県
各
務
野
高
校
と
対
戦
。
序
盤

か
ら
お
互
い
譲
ら
な
い
戦
い
を
繰
り
広
げ
、
一
進
一
退

の
攻
防
が
続
き
0
対
0
の
ま
ま
前
半
が
終
了
し
ま
し

た
。
後
半
も
な
か
な
か
得
点
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
が
、

後
半
20
分
に
一
瞬
の
隙
を
突
き
、
小
林
久
留
海
選
手
が

得
点
し
ま
し
た
。
各
務
野
高
校
も
何
度
も
攻
撃
を
仕
掛

け
ま
す
が
、
丹
生
高
校
の
粘
り
強
い
守
り
で
試
合
終

了
。「
攻
め
る
守
り
」
で
39
年
ぶ
り
5
度
目
の
優
勝
に

輝
き
ま
し
た
。

　

丹
生
高
校
男
子
は
、
1
回
戦
で
神
奈
川
県
慶
應
義
塾

高
校
と
対
戦
し
5
対
0
、
2
回
戦
で
大
阪
府
夕
陽
丘
高

校
と
対
戦
し
6
対
0
、
準
々
決
勝
で
山
梨
県
山
梨
学
院

高
校
と
対
戦
し
3
対
1
で
勝
利
し
、
準
決
勝
に
進
出
し

ま
し
た
。

　

準
決
勝
で
は
、
岐
阜
県
岐
阜
総
合
学
園
高
校
と
対

戦
。両
校
の
体
を
張
っ
た
激
し
い
攻
防
が
続
き
ま
す
が
、

得
点
に
は
至
ら
ず
、
両
校
と
も
無
得
点
の
ま
ま
前
半
が

終
了
。
後
半
も
序
盤
か
ら
せ
め
ぎ
合
い
が
続
く
中
、
岐

阜
総
合
高
校
に
先
制
さ
れ
、
そ
の
直
後
ペ
ナ
ル
テ
ィ
ー

コ
ー
ナ
ー
を
獲
得
す
る
も
得
点
に
結
び
つ
か
ず
、
0
対

1
で
惜
敗
し
、
3
位
入
賞
を
果
た
し
ま
し
た
。

第
23
回
全
国
高
等
学
校
写
真
選
手
権
大
会

「
写
真
甲
子
園
２
０
１
６
」

　

写
真
甲
子
園
本
戦
に
は
、
全
国
５
２
７

校
の
中
か
ら
勝
ち
上
が
っ
て
き
た
19
校

（
3
人
1
チ
ー
ム
）
が
出
場
し
ま
し
た
。
大

会
中
は
、
3
日
間
そ
れ
ぞ
れ
違
う
テ
ー
マ

に
沿
っ
て
北
海
道
の
様
々
な
場
所
で
撮
影

し
、
審
査
員
の
前
で
プ
レ
ゼ
ン
を
行
い
、

そ
の
技
術
を
競
い
合
い
ま
し
た
。

　

大
会
の
結
果
は
敢
闘
賞
で
、
上
位
に
入

賞
す
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
今
回
の
写
真
甲
子
園
で

学
ん
だ
こ
と
を
活
か
し
、
来
年
も
本
戦
出
場
を
目
指
し
ま
す
。

第
40
回
全
国
高
等
学
校
総
合
文
化
祭

　

写
真
部
門
に
は
、事
前
に
公
募
と
審
査
が
行
わ
れ
る
「
全
国
展
」

が
あ
り
、
各
都
道
府
県
で
選
抜
さ
れ
た
約
３
０
０
点
の
作
品
の

中
か
ら
、
最
優
秀
賞
3
点
、
優
秀
賞
7
点
が
選
ば
れ
ま
す
。

　

丹
生
高
校
写
真
部
の
小
原
京
華
さ
ん
の
作
品
「
ｆフ

リ

ー

ｒ
ｅ
ｅ

ｆフ

ォ

ー

ル

ａ
ｌ
ｌ
」
は
、
優
秀
賞
に
選
ば
れ
ま
し
た
。

　

小
原
さ
ん
の
作
品

は
3
枚
の
組
写
真
で
、

「
自
由
は
し
ば
ら
れ

た
中
に
存
在
す
る
」

こ
と
を
表
現
し
て
い

る
そ
う
で
す
。

　

8
月
5
日
か
ら
8
日
ま
で
、
埼
玉
県
で
第
38
回
全
国
ス
ポ
ー
ツ

少
年
団
ホ
ッ
ケ
ー
交
流
大
会
が
開
か
れ
、
全
国
か
ら
男
子
27
チ
ー

ム
、女
子
21
チ
ー
ム
が
参
加
し
ま
し
た
。
越
前
町
か
ら
は
、
朝
日
・

常
磐
・
糸
生
・
Ｅ
ｃ
ｈ
ｉ
ｚ
ｅ
ｎ 

Ｈ
Ｏ
Ｍ
Ｅ
Ｓ
２
ホ
ッ
ケ
ー
ス
ポ
ー

ツ
少
年
団
の
男
女
合
わ
せ
て
7
チ
ー
ム
が
出
場
し
ま
し
た
。

　

そ
の
う
ち
、
Ｅ
ｃ
ｈ
ｉ
ｚ
ｅ
ｎ 

Ｈ
Ｏ
Ｍ
Ｅ
Ｓ
２

ホ
ッ
ケ
ー
ス

ポ
ー
ツ
少
年
団
（
女
子
）
が
決

勝
に
進
み
ま
し
た
。
決
勝
戦
で
は
、

一
度
は
0
対
2
と
い
う
不
利
な

状
況
に
な
り
ま
し
た
が
、
後
半
終

了
間
際
に
同
点
に
追
い
付
き
、
試

合
は
延
長
戦
に
突
入
し
ま
し
た
。

　

延
長
戦
で
も
両
者
拮
抗
し
決

着
が
つ
か
ず
、
シ
ュ
ー
ト
ア
ウ

ト
戦
の
末
、
2
対
1
で
見
事
優

勝
に
輝
き
ま
し
た
。

大会結果

大会結果（Echizen HOMES2は以下「EH」と表記）

 1  回 戦　丹生　５ － ０　慶應義塾（神奈川県）

 2  回 戦　丹生　６ － ０　夕 陽 丘（大 阪 府）

準々決勝　丹生　３ － １　山梨学院（山 梨 県）

準 決 勝　丹生　０ － １　岐阜総合（岐 阜 県）

男子決勝トーナメント
2 回 戦　朝　　日 4－1　篠山ジュニア（兵庫県）
　　　　　糸生・常磐 1－3　広　　島（広島県）
　　　　　Ｅ　　Ｈ 1－2　大　　谷（富山県）
準々決勝　朝　　日 1－1　広　　島（広島県）
　　　　　　　（SO 1－2）
女子決勝トーナメント
1 回 戦　朝　　日 3－0　久保・一方井・川口（岩手県）
　　　　　糸　　生 0－2　築館一迫（宮城県）
準々決勝　朝　　日 1－1　川　　西（山形県）
　　　　　　　延長 0－1
　　　　　Ｅ　　Ｈ 0－0　築館一迫（宮城県）
　　　　　　　延長 1－0
準 決 勝　Ｅ　　Ｈ 2－0　川　　西（山形県）
決　　勝　Ｅ　　Ｈ 2－2　春　　照（滋賀県）
　　　　　　　延長 0－0 
　　　　　　　（SO 2－1）

敦
賀
高
校
剣
道
部  

小
河
萌
香
さ
ん

　

高
校
最
後
の
イ
ン
タ
ー
ハ
イ
に
臨
ん

だ
小
河
萌
香
さ
ん
は
、
女
子
団
体
戦
予

選
リ
ー
グ
で
三
重
県
鈴
鹿
高
校
、
滋
賀

県
草
津
東
高
校
と
対
戦
し
ま
し
た
。

　

小
河
さ
ん
は
、
鈴
鹿
高
校
戦
の
先
鋒

と
し
て
出
場
し
、 「
己
に
勝
つ
！
」
を
目

標
に
延
長
戦
ま
で
闘
い
ま
し
た
が
引
き

分
け
と
な
り
ま
し
た
。

丹
生
高
校 

女
子
ホ
ッ
ケ
ー
部

39年ぶり5度目の優勝
チームキャプテン  吉

よし

川
かわ

  光
ひかり

さん
　地元のみなさんの応援のおかげで、「日本
一」を取ることができました。全員で勝ち
取った金メダルです。応援ありがとうござ
いました。
　次の国体予選でも、福井県代表として感
謝の気持ちを忘れず頑張ります。

ゲームキャプテン  牛
うし

若
わか

  晴
はる

馨
か

さん
　4月から練習してきた忠実なプレーで、
1人目がかわされても、2人目、3人目で
きっちり守り、どの試合でも丹生の「粘り
強さ」と、 「明るく元気」なプレースタイ
ルを貫き、戦うことができました。
 今後は、国体予選に向けて気持ちを切り
かえて、国体に出場できるよう練習に励み
ます。

写真甲子園に出場した小原さん（左）、
酒井さん（中央）、渡辺さん（右）

小河さん：「自分の剣道を最後までする事ができ、
満足のいく試合ができました。」

結成10年目にして、日本一になりました

小原さんの作品 「f
フリー

ree-f
フォール

all」

 2  回 戦　丹生　５ － ０　玄　界（福岡県）

準々決勝　丹生　２ － ０　天　理（奈良県）

準 決 勝　丹生　１ － １　不来方（岩手県）
　　　　　（SO　１ － ０）

決　　勝　丹生　１ － ０　各務野（岐阜県）

大会結果

▲表彰式の様子

明
る
く
・
元
気
に
・

　

笑
顔
で
・
粘
り
強
く

監督  吉
よし

田
だ

  能
よし

克
かつ

 先生
　この大会で、チームのモットーであ
る「明るく・元気に・笑顔で・粘り強く」
を選手たちがプレーや応援で表してく
れたことが、39年ぶりの優勝につなが
りました。また、部員23人がチーム
として日本一を目指し、準備すること
で結束できました。
　今後は、日本一に満足することなく、
勝ち続けられるチーム、多くの人から
応援されるチームを目指して練習して
いきます。
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7
月
14
日
、
役
場
応
接
室
で
自
衛
官
募
集
相
談
員
の
委
嘱
式
が

行
わ
れ
ま
し
た
。

　

自
衛
官
募
集
相
談
員
と
は
、
自
衛
隊
地
方
協
力
本
部
に
よ
る
自

衛
官
募
集
の
広
報
を
支
援
す
る
人
で
、
防
衛
基
盤
の
育
成
に
も
貢

献
す
る
極
め
て
重
要
な
役
割
を
担
っ
て
い
ま
す
。

自
衛
官
募
集
相
談
員

　

渡
辺　

彰
さ
ん
（
東
内
郡
）

　

中
西　

大
さ
ん
（
下
山
中
）

　

8
月
5
日
、
県
庁
で
栄
典
受
章
者
の
伝
達
式
が
行
わ
れ
、
町
に

私
財
を
寄
附
い
た
だ
い
た
髙
堰
三
郎
さ
ん（
平
等
）が
紺
綬
褒
章

を
受
章
さ
れ
ま
し
た
。

　

昨
年
9
月
、高
堰
さ
ん
か
ら
、町
の
人
口
減
対
策
な
ど
の
ま
ち
づ

く
り
に
と
、
多
額
の
私
財
を
町
に
ご
寄
附
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。

自
衛
官
募
集
相
談
員
の
委
嘱
式
が
行
わ
れ
ま
し
た

紺
綬
褒
章
を
受
章　

髙
堰 

三
郎
さ
ん

▲渡辺彰さん（左から2番目）、
　中西大さん（同3番目）

　

7
月
23
日
、
朝
日
体
育
館
・
陽
光
館
で
越
前

町
文
化
協
議
会
に
よ
る
越
前
町
小
中
学
生
競
書

大
会
席
上
揮
ご
う
会
が
開
か
れ
、
町
内
の
児

童
・
生
徒
３
１
５
人
が
参
加
し
ま
し
た
。
緊
張

し
た
空
気
に
包
ま
れ
る
中
、
夏
の
暑
さ
に
も
負

け
ず
、
参
加
者
た
ち
は
額
に
汗
を
に
じ
ま
せ
て
、

席
上
揮
ご
う
に
挑
み
ま
し
た
。

　

審
査
の
結
果
、
特
別
賞
28
点
、
特
選
93
点
、

準
特
選
96
点
、
努
力
賞
98
点
が
選
ば
れ
ま
し
た
。

　

特
別
賞
に
選
ば
れ
た
の
は
、
次
の
み
な
さ
ん

で
す
。（
順
不
同
、
敬
称
略
）

町
長
賞
（
5
人
）

　

森　

谷　

琉　

衣
（
朝
日
小
2
年
）

　

林　
　
　

藍　

衣
（
織
田
小
4
年
）

　

水　

島　

大　

輝
（
織
田
小
6
年
）

　

髙　

木　

結　

月
（
朝
日
中
1
年
）

　

横　

田　

智　

大
（
朝
日
中
3
年
）

議
会
議
長
賞
（
5
人
）

　

水　

島　

璃　

子
（
織
田
小
1
年
）

　

小　

松　

姫　

莉
（
四
ヶ
浦
小
3
年
）

　

北　

島　

美　

羽
（
萩
野
小
5
年
）

　

山　

田　

千
夏
子
（
宮
崎
中
1
年
）

　

島　

田　

侑　

季
（
越
前
中
2
年
）

教
育
委
員
会
賞
（
5
人
）

　

鈴　

木　

花　

梨
（
宮
崎
小
2
年
）

　

田　

中　

和　

夏
（
朝
日
小
4
年
）

　

片　

岡　

綺　

香
（
四
ヶ
浦
小
6
年
）

　

小　

松　

愛　

莉
（
越
前
中
2
年
）

　

佐
々
木　

麻
佑
加
（
朝
日
中
3
年
）

文
協
会
長
賞
（
5
人
）

　

榮　
　
　

南　

智
（
四
ヶ
浦
小
1
年
）

　

清　

水　

美　

咲
（
朝
日
小
3
年
）

　

米　

田　

凛
々
花
（
織
田
小
5
年
）

第
11
回
越
前
町
小
中
学
生
競
書
大
会
「
席
上
揮
ご
う
会
」

　

南　
　
　

羅　

夢
（
織
田
中
1
年
）

　

帰　

山　

莉　

瑠
（
宮
崎
中
2
年
）

福
井
新
聞
社
賞
（
5
人
）

　

坂　

下　

美　

和
（
朝
日
小
2
年
）

　

佐
々
木　

大　

悟
（
萩
野
小
3
年
）

　

田　

中　

知　

夏
（
朝
日
小
4
年
）

　

谷　

口　

瑞　

季
（
織
田
小
6
年
）

　

久　

保　
　
　

華
（
朝
日
中
3
年
）

丹
南
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
賞
（
3
人
）

　

藤　

井　

愛　

花
（
朝
日
小
4
年
）

　

上　

坂　

美　

琴
（
朝
日
小
5
年
）

　

安　

井　

彩　

夏
（
朝
日
中
1
年
）

▲水島大輝さんの作品

▲髙木結月さんの作品▲横田智大さんの作品

▲森谷琉衣さんの作品▲林藍衣さんの作品

　

7
月
26
日
、
町
内
の
小
中
学
生
か
ら
募
集
し
た
標
語
・
作
文
の

表
彰
式
や
内
閣
総
理
大
臣
メ
ッ
セ
ー
ジ
伝
達
式
が
、
朝
日
多
目
的

ホ
ー
ル
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
「
社
会
を
明
る
く
す
る
運
動
」
は
、
す
べ
て
の
国
民
が
犯
罪
や

非
行
の
防
止
と
、
罪
を
犯
し
た
人
た
ち
の
更
生
に
つ
い
て
理
解
を

深
め
、
犯
罪
や
非
行
の
な
い
明
る
い
社
会
を
築
こ
う
と
す
る
全
国

的
な
運
動
で
す
。

問
合
せ
先　

男
女
共
同
参
画
・
人
権
室　

☎
３
４‒

８
７
１
５

第
66
回
「
社
会
を
明
る
く
す
る
運
動
」

~

犯
罪
や
非
行
を
防
止
し
、
立
ち
直
り
を
支
え
る
地
域
の
チ
カ
ラ
〜

研修日時・場所
第1回 11月12日㈯、13日㈰
 南条文化会館　多目的ホール（南越前町牧谷）
 定員90人
第2回 11月26日㈯、27日㈰
 小浜市総合福祉センター　多目的ホール
 （小浜市遠敷）
 定員60人
第3回 12月17日㈯、18日㈰
 福井県立大学福井キャンパス　多目的ホール
 （永平寺町松岡兼定島）
 定員150人
スケジュール
　 1 日目　研修　午前9時～午後5時30分
　2日目　研修　午前9時～午後4時40分
　　　　　試験　午後4時50分～ 5時50分

対　象　者
地域における防災活動に意欲のある地域の防災リー
ダー、自主防災組織や自治会の構成員など

申　込　み
町防災安全課を通じて申込み（研修日の約1か月前ま
で。定員になり次第締切り）

　福井県と越前町では、防災に関する実践的知識と技術を有し、地域防災の担い手となる人材を育成し、地域防災
力の向上を目的に防災士の資格を取得される人に対して補助金を交付します。

防災士とは
　減災や地域防災力向上のための活動が期待され、かつ、そのために十分な意識・知識・技能を有する者として、
NPO法人日本防災士機構の認証を受けた人です。

対　象　者
本町に住所を有し、次の①～④の全てを満たす人です。
①上記講座を受講し、防災士の資格を取得しようとす
る人

②防災士の資格取得後、防災リーダーとして町内の自
主防災組織などで活動する意思のある人

③町内の自主防災組織または区に加入している世帯に
属する人で、当該自主防災組織の代表者または区長
の推薦を受けた人

④防災士の資格取得に関して他の助成制度による支援
を受けていない人または受ける予定でない人

補助金の額
①防災士資格試験受験料　3,000円
②防災士資格認証登録料　5,000円
※町が実施する防災研修会などや防災訓練等に参加・
協力できる人で、試験合格後、防災士認証登録をし
た人のみに補助金を交付します。

地域の防災リーダー「防災士」になる人を支援します

平成28年度福井県地域防災リーダー養成事業（防災士養成研修）のお知らせ

平成28年度　越前町防災士養成事業補助金のお知らせ

受講条件
①研修日までに県が事前に示した科目に関するレポート
を提出すること（研修当日に提出）

②研修日の前後に各消防署が実施する「普通救命講習」
などを受講・修了すること

③地域の防災活動に積極的に参加すること
研修費など
・研修に必要な講師代、会場費などの研修費、テキス
ト代は無料（県が負担）

・研修後の防災士資格試験の受験に必要な以下の費用
は町が補助

　防災士資格試験受験料　3,000円
　　　　  （研修申込み時に納付）
防災士資格認証登録料　5,000円
　　　　　  （試験合格後に納付）

※町の補助については、下の記事を参照してください。
※会場までの交通費、昼食代などは個人負担になります。

主　催
　福井県

補助金交付の流れ

問合せ先　防災安全課　☎34‒8721

申請者が行うこと

　　　　　　　交付申請書の提出
•講座受講日、試験受験日、認証登録日のいずれか
　早い日の1か月前までに町に提出

町が行うこと

H28.9月

•講座の受講
•防災士資格取得試験の受験

交付決定通知書

講
座
受
講
前

講
　
座
　
受
　
講

防
　
災
　
士
　
認
　
証
　
後

交付確定通知書

補助金の支払

H28.11月

試験合格後、防災士認証の登録

H28.12月

実績報告書の提出

H29.2月

請求書の提出

H29.2月

えちぜんまちの話題をお届けします T o p i c s

広報 えちぜん 4平成28年９月号広報 えちぜん5 平成28年９月号

町からのお知らせ



　9月20日の「バスの日」にちなみ、9月12日（月）から9月17日（土）までの6日間は、コミュニティバスを無料
で運行します。この機会にコミュニティバスに乗って出かけてみてはいかがですか。

問合せ先　企画財政課　　☎34‒8702　　予約センター　☎0120‒34‒2228

通常料金
70歳以上・小中高生・心身障がい者 …1乗車につき100円
小学生未満  ………………………無料
その他の大人  ………………………1乗車につき200円

期間中は無料！

コミュニティバスの主な路線

バスの日とは？……明治36年9月20日に京都市の二井商会が日本で
初めてバスの運行を開始したのが由来です。

●環状ルート右左回り………朝日地区・宮崎地区・織田地区・糸生地区を右回りと左回りで周回
●朝日地区巡回ルート………泰澄の杜、常磐、西田中バスターミナル、役場、ヤマキシなどを巡回
●宮崎地区巡回ルート………陶寿園、陶芸村、西三区、若竹荘、織田病院、メルシなどを巡回
●越前地区巡回ルート………左右、梅浦、織田病院、織田バスターミナル、厨、かれい崎などを巡回
●織田地区巡回ルート………織田病院、メルシ、織田バスターミナル、上戸、萩野、平等などを巡回

※予約の必要な便がありますのでご注意ください。
　各ルートによって運行日が異なりますので、時刻表でご確認ください。

コミュニティバス無料運行のお知らせ
　

平
日
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
を
受
け
取
れ

な
い
人
の
た
め
に
左
記
の
と
お
り
交
付
窓
口
を

開
き
ま
す
。

交
付
日
時　

10
月
2
日
㈰

　
　
　
　
　

午
前
8
時
30
分
〜
午
後
5
時
15
分

交
付
場
所　

住
民
環
境
課

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
（
個
人
番
号
カ
ー
ド
）
交
付
の
お
知
ら
せ

臨
時
福
祉
給
付
金
と
は

　

平
成
26
年
4
月
の
消
費
税
率
引
上
げ
に
伴
う

影
響
を
緩
和
す
る
た
め
、
所
得
が
少
な
い
人
に

対
し
て
、
臨
時
的
な
措
置
と
し
て
支
給
さ
れ
る

も
の
で
す
。

対　

象　

者

平
成
28
年
度
の
市
町
村
民
税（
均
等
割
）が
課

税
さ
れ
て
い
な
い
人
。
た
だ
し
、
次
の
場
合

な
ど
は
対
象
外
で
す
。

・
平
成
28
年
度
の
市
町
村
民
税
が
課
税
さ
れ

て
い
る
人
に
扶
養
さ
れ
て
い
る
場
合

・
生
活
保
護
を
受
け
て
い
る
場
合

給
付
金
の
額

　

対
象
者
１
人
に
つ
き　

３
千
円

ま
た
、支
給
対
象
者
の
内
、障
害
基
礎
年
金
や

遺
族
基
礎
年
金
等
を
受
給
さ
れ
て
い
る
人
に

は
、
3
万
円
が
加
算
さ
れ
て
支
給
さ
れ
ま
す
。

た
だ
し
、
高
齢
者
向
け
給
付
金（
3
万
円
）

を
受
給
し
た
人
は
加
算
さ
れ
ま
せ
ん
。

申
請
方
法

申
請
先
は
、
平
成
28
年
1
月
1
日
時
点
で
住

民
登
録
さ
れ
て
い
る
市
町
村
で
す
。

臨
時
福
祉
給
付
金
の
お
知
ら
せ

支
給
対
象
と
な
る
可
能
性
の
あ
る
人
に
は
、

9
月
下
旬
に
申
請
書
を
郵
送
し
ま
す
の
で
、福

祉
課
ま
た
は
各
住
民
サ
ー
ビ
ス
室
に
提
出
す

る
か
、
同
封
の
封
筒
で
返
送
し
て
く
だ
さ
い
。

受
付
期
間

　

10
月
5
日
㈬
〜
平
成
29
年
1
月
31
日
㈫

支
給
方
法

　

申
請
内
容
を
審
査
の
上
、
支
給
決
定
と
な
っ

た
場
合
は
ご
指
定
の
口
座
に
お
振
込
み
し
ま
す
。

※
お
振
込
み
後
に
支
給
要
件
に
該
当
し
な
い
こ

と
が
判
明
し
た
場
合
は
、
給
付
金
の
返
還
が

生
じ
ま
す
の
で
、
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

問
合
せ
先　

福
祉
課　

☎
３
４‒

８
７
２
５

　

丹
南
広
域
組
合
を
含
む
サ
ン
ド
ー
ム
福
井
の

全
館
停
電
作
業
の
た
め
、
丹
南
地
域
に
設
置
し

て
あ
る
す
べ
て
の
自
動
交
付
機
が
停
止
し
ま
す
。

ご
迷
惑
を
お
か
け
し
ま
す
が
、
ご
理
解
と
ご
協

力
を
お
願
い
し
ま
す
。

自
動
交
付
機
停
止
の
お
知
ら
せ

停
止
日　

9
月
24
日
㈯

※
丹
南
地
域
以
外
の
自
動
交
付
機
は
稼
働
し
て

い
ま
す
が
、
丹
南
地
域
の
人
の
証
明
書
を
取

得
す
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
の
で
、
ご
注
意

く
だ
さ
い
。

問
合
せ
先　

住
民
環
境
課　

☎
３
４‒

８
７
０
８

　

現
在
の
国
民
健
康
保
険
証
は
、
有
効
期
限
が

9
月
30
日
ま
で
と
な
っ
て
い
ま
す
。
新
し
い
保

険
証
は
、
9
月
下
旬
ま
で
に
簡
易
書
留
郵
便
で

各
世
帯
へ
郵
送
し
ま
す
。 

　

新
し
い
保
険
証
が
届
い
た
ら
、
住
所
・
氏
名

国
民
健
康
保
険
証
の
更
新
時
期
で
す

な
ど
記
載
内
容
を
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

　

も
し
、
お
手
元
に
届
か
な
い
場
合
は
、
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
合
せ
先　

健
康
保
険
課　

☎
３
４‒

８
７
１
０

※
受
付
で
き
る
人
数
に
限
り
が
あ
り
ま
す
の
で
、

9
月
30
日
㈮
ま
で
に
電
話
で
の
ご
予
約
を
お

願
い
し
ま
す
。

問
合
せ
先　

住
民
環
境
課　

☎
３
４‒

８
７
０
８

マイナンバー
キャラクター
マイナちゃん

表面

裏面

・大きさはキャッシュカードと同じ大きさです。

・表面は紙製、裏面はフィルム加工してあります。

・紛失した場合は、必ず健康保険課へ届け出てください。

秋
の
交
通
安
全
県
民
運
動
の
重
点

そ
の
一　

子
ど
も
と
高
齢
者
の
交
通
事
故
防
止

・
道
路
で
遊
ば
な
い
、
信
号
機
を
守
る
な
ど

の
交
通
ル
ー
ル
を
守
り
ま
し
ょ
う
。

・
高
齢
の
人
が
安
全
な
運
転
が
困
難
と
な
っ

た
場
合
は
、
運
転
免
許
の
自
主
返
納
に
つ

い
て
検
討
し
ま
し
ょ
う
。

そ
の
二　

夕
暮
れ
時
と
夜
間
の
歩
行
中
・
自
転

車
乗
用
中
の
交
通
事
故
防
止

・
夕
暮
れ
時
の
早
め
の
ラ
イ
ト
点
灯
や
夜
間
の

ハ
イ
ビ
ー
ム
実
践
運
動
に
努
め
ま
し
ょ
う
。

・
夜
間
の
歩
行
者
や
自
転
車
利
用
者
は
明
る

い
服
装
や
反
射
材
用
品
等
の
着
用
を
心
が

け
、
運
転
者
は
ス
ピ
ー
ド
ダ
ウ
ン
を
励
行

す
る
な
ど
歩
行
者
、
自
転
車
利
用
者
に
対

す
る
思
い
や
り
の
あ
る
運
転
に
努
め
ま

し
ょ
う
。

そ
の
三　

後
部
座
席
を
含
め
た
全
て
の
座
席
の

シ
ー
ト
ベ
ル
ト
と
チ
ャ
イ
ル
ド
シ
ー
ト
の
正

し
い
使
い
方
の
徹
底

・
車
に
乗
る
時
は
、
後
部
座
席
を
含
め
た
全

て
の
座
席
で
シ
ー
ト
ベ
ル
ト
や
チ
ャ
イ
ル

ド
シ
ー
ト
の
着
用
を
徹
底
し
ま
し
ょ
う
。

ま
た
、
バ
ス
乗
車
時
も
、
シ
ー
ト
ベ
ル
ト

は
確
実
に
着
用
し
ま
し
ょ
う
。

・
シ
ー
ト
ベ
ル
ト
や
チ
ャ
イ
ル
ド
シ
ー
ト
着

用
の
必
要
性
と
効
果
に
つ
い
て
話
し
合
い
、

正
し
い
着
用
を
習
慣
付
け
ま
し
ょ
う
。

9
月
21
日
か
ら
30
日
は
秋
の
交
通
安
全
県
民
運
動
が
行
わ
れ
ま
す

そ
の
四　

飲
酒
運
転
の
根
絶

・
お
酒
を
飲
ん
で
の
運
転
は
絶
対
に
や
め
ま

し
ょ
う
。

・
飲
酒
運
転
の
悪
質
性
・
危
険
性
や
交
通
事

故
の
悲
惨
さ
に
つ
い
て
話
し
合
い
、
飲
酒

運
転
を
許
さ
な
い
環
境
づ
く
り
に
努
め
ま

し
ょ
う
。

9
月
30
日
㈮
は
交
通
事
故
死
ゼ
ロ
を
目
指
す
日
で
す

　

ル
ー
ル
を
守
っ
て
、
交
通
事
故
0
を
目
指
し

ま
し
ょ
う
。

9
月
は
「
高
齢
者
交
通
安
全
推
進
月
間
」
で
す

　

高
齢
者
が
安
心
し
て
道
路
を
利
用
で
き
る
交

通
社
会
を
実
現
し
、
正
し
い
交
通
マ
ナ
ー
で
高

齢
者
の
交
通
事
故
防
止
に
努
め
ま
し
ょ
う
。

一
斉
統
一
行
動
日　

9
月
1
日
㈭

問
合
せ
先　

防
災
安
全
課　

☎
３
４‒

８
７
２
１
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「
中
退
共
」
制
度
と
は

中
小
企
業
退
職
金
共
済
法
に
基
づ
き
設
け
ら

れ
た
中
小
企
業
の
た
め
の
国
の
退
職
金
制
度

で
す
。

国
の
制
度
だ
か
ら
安
心
・
確
実

・
「
中
退
共
」
の
退
職
金
制
度
は
新
規
加
入

や
掛
金
月
額
を
増
額
す
る
場
合
、
掛
金
の

一
部
を
国
が
助
成
し
ま
す
。

・
掛
金
は
全
額
非
課
税
で
、
手
数
料
も
か
か

り
ま
せ
ん
。

「
中
退
共
」
の
退
職
金
制
度
な
ら
掛
金
に
国
の
助
成
が
受
け
ら
れ
ま
す

外
部
積
立
型
だ
か
ら
管
理
が
簡
単

・
従
業
員
ご
と
の
納
付
状
況
や
退
職
金
試
算

額
を
事
業
主
に
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

・
退
職
金
は
、
中
退
共
か
ら
直
接
従
業
員
へ

支
払
わ
れ
ま
す
。

・
パ
ー
ト
さ
ん
も
ご
加
入
い
た
だ
け
ま
す
。

問
合
せ
先

（
独
）
勤
労
者
退
職
金
共
済
機
構
中
小
企
業

退
職
金
共
済
事
業
本
部

　

☎
０
３‒

６
９
０
７‒

１
２
３
４

越
前
町
Ｕ
Ｉ
Ｊ
タ
ー
ン
若
者
就
職
奨
励
金

　

越
前
町
に
移
住
し
て
、
町
内
外
の
事
業
所
で

定
職
に
就
い
た
若
者
に
奨
励
金
を
交
付
し
ま
す
。

　

交
付
対
象
者（
①
〜
⑤
の
全
て
を
満
た
す
人
）

①
県
外
に
1
年
以
上
居
住
し
、
越
前
町
に

住
民
票
を
有
す
る
人

②
事
業
所
に
正
規
雇
用
さ
れ
た
人

③
採
用
か
ら
6
か
月
以
上
継
続
し
て
雇
用

さ
れ
て
い
る
人

就
職
関
係
奨
励
金
の
お
知
ら
せ

④
採
用
時
の
年
齢
が
30
歳
未
満
で
あ
る
人

⑤
奨
励
金
の
交
付
を
受
け
て
か
ら
5
年
以

上
越
前
町
に
定
住
し
よ
う
と
す
る
人

　

奨
励
金
の
額　

1
人
に
つ
き
5
万
円

越
前
町
地
元
大
学
等
卒
業
生
就
職
奨
励
金

　

県
内
に
所
在
す
る
大
学
、
短
期
大
学
お
よ
び

専
門
学
校
な
ど
を
卒
業
し
、
町
内
外
の
事
業
所
で

定
職
に
就
い
た
若
者
に
奨
励
金
を
交
付
し
ま
す
。

　

交
付
対
象
者（
①
〜
⑤
の
全
て
を
満
た
す
人
）

①
越
前
町
に
住
民
票
を
有
す
る
人

②
事
業
所
に
正
規
雇
用
さ
れ
た
人

③
採
用
か
ら
6
か
月
以
上
継
続
し
て
雇
用

さ
れ
て
い
る
人

④
採
用
時
の
年
齢
が
30
歳
未
満
の
人

⑤
奨
励
金
の
交
付
を
受
け
て
か
ら
5
年
以

上
越
前
町
に
定
住
し
よ
う
と
す
る
人

　

奨
励
金
の
額　

1
人
に
つ
き
5
万
円

問
合
せ
先　

就
労
支
援
室　

☎
３
４‒

８
７
０
５

男女共同参画・人権のとびら男男女女共共同同参参画画・人人権権ののととびびらら

問合せ先　男女共同参画・人権室　 ☎34-8715

「高齢者・障害者の人権あんしん相談」夜間・休日窓口を開きます

Vol.3

一人で悩んでいませんか？
　9月5日（月）から11日（日）は、「高齢者・障害者の人権あんしん相談」強化週間です。
　福井地方法務局・福井県人権擁護委員連合会では、夜間・休日窓口を開きます。
　高齢者や障がい者に対する「いじめ」、「いやがらせ」、「虐待」、「差別」など、ひとり
で悩まず、相談してください。

日　　時　9月5日（月）～ 9月9日（金）
　　　　　午前8時30分～午後7時
　　　　　9月10日（土）・11日（日）
　　　　　午前10時～午後5時

相談窓口　☎0570‒003‒110
※相談は無料です。
　（ただし、通話料はかかります）
※秘密は守ります。

人権イメージキャラクター
人KENまもる君

　

福
井
県
司
法
書
士
会
お
よ
び
公
益
社
団
法
人

成
年
後
見
セ
ン
タ
ー
リ
ー
ガ
ル･

サ
ポ
ー
ト
福

井
県
支
部
で
は
、
成
年
後
見
に
関
す
る
無
料
相

談
会
を
開
き
ま
す
。

日　
　

時

　

9
月
17
日
㈯　

午
前
10
時
〜
午
後
4
時

場　
　

所

　

福
井
県
司
法
書
士
会　

総
合
相
談
セ
ン
タ
ー

　
（
福
井
市
大
手
3
丁
目
15‒

12

　

フ
ェ
ニ
ッ
ク
ス
ビ
ル
5
階
）

司
法
書
士
に
よ
る
「
高
齢
者
・
障
が
い
者
の
た
め
の
成
年
後
見
相
談
会
」
の
お
知
ら
せ

相
談
料

　

無
料（
電
話
に
よ
る
相
談
も
お
受
け
し
ま
す
。）

相
談
例

　

・
ひ
と
り
暮
し
の
今
後
が
不
安

　

・
知
的
障
害
を
持
つ
子
供
の
将
来
が
心
配

　

・
認
知
症
の
親
の
財
産
管
理
に
つ
い
て

　
　

な
ど

問
合
せ
先

　

福
井
県
司
法
書
士
会

　

☎
０
７
７
６‒

３
０‒

０
０
０
１　

　

日
頃
、
法
務
局
を
ご
利
用
に
な
れ
な
い
人
の

ご
相
談
を
お
受
け
す
る
た
め
、
休
日
相
談
所
を

開
き
ま
す
。

日　
　

時

　

10
月
2
日
㈰　

午
前
10
時
〜
午
後
4
時
30
分

場　
　

所

　

福
井
地
方
法
務
局
（
福
井
市
春
山
）

全
国
一
斉　

法
務
局
休
日
相
談
所
の
お
知
ら
せ

内　
　

容

土
地
・
建
物
・
法
人
な
ど
の
登
記
手
続
、
土

地
の
境
界
、
筆
界
に
関
す
る
手
続
、
戸
籍
や

国
籍
に
関
す
る
こ
と
、
い
じ
め
、
Ｄ
Ｖ
、
差

別
な
ど
の
人
権
問
題

※
事
前
の
予
約
が
必
要
で
す

　
（
予
約
は
9
月
15
日
㈭
か
ら
受
付
け
ま
す
）

問
合
せ
先　

福
井
地
方
法
務
局
総
務
課

　
　
　
　
　

☎
０
７
７
６‒

２
２‒

５
１
７
４

　

公
正
証
書
と
は
、
法
務
大
臣
か
ら
任
命
さ
れ

た
公
証
人
が
作
成
す
る
文
書
で
す
。
遺
言
や
不

動
産
の
賃
貸
借
、
離
婚
に
伴
う
養
育
費
の
支
払

い
な
ど
の
契
約
を
公
正
証
書
に
し
て
お
く
こ
と

で
、
争
い
を
未
然
に
防
ぎ
、
大
切
な
資
産
を
守

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

公
証
週
間
中
に
、
次
の
と
お
り
休
日
相
談

（
無
料
）
を
実
施
し
ま
す
。

休
日
相
談

　

日　

時　

10
月
2
日
㈰

　
　
　
　
　
午
前
10
時
〜
正
午
、
午
後
1
時
〜
4
時

10
月
1
日
か
ら
7
日
は
「
公
証
週
間
」
で
す　

場　

所　

武
生
公
証
役
場
（
越
前
市
京
町
）

　

内　

容　

遺
言
・
任
意
後
見
契
約
、
賃
貸
借

契
約
、
養
育
費
の
支
払
い
契
約
、

尊
厳
死
宣
言
な
ど

　

※
予
約
優
先
、
秘
密
は
守
り
ま
す
。

日
本
公
証
人
連
合
会
電
話
相
談

　

日　

時　

10
月
1
日
㈯
〜
7
日
㈮

　
　
　
　
　

午
前
9
時
30
分
〜
正
午
、

　
　
　
　
　

午
後
1
時
〜
4
時
30
分

　

窓　

口　

☎
０
３‒

３
５
０
２‒

８
２
３
９

問
合
せ
先　
武
生
公
証
役
場　

☎
２
３‒

５
６
８
９

  

9
月
21
日
㈬
の
世
界
ア
ル
ツ
ハ
イ
マ
ー
デ
ー

は
、
１
９
９
４
年
に
国
際
ア
ル
ツ
ハ
イ
マ
ー
病

協
会
が
認
知
症
へ
の
理
解
を
す
す
め
、
ご
本
人

や
家
族
へ
の
施
策
充
実
を
目
的
に
制
定
し
た
日

で
、
世
界
各
国
で
啓
発
活
動
が
積
極
的
に
行
わ

れ
て
い
ま
す
。

　

越
前
町
で
も
認
知
症
に
関
す
る
相
談
を
は
じ

め
、
認
知
症
の
正
し
い
知
識
や
理
解
を
広
め
る

「
認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
養
成
講
座
」
を
子
ど
も

か
ら
高
齢
者
、
見
守
り
協
力
事
業
所
や
関
係
機

関
の
み
な
さ
ん
向
け
に
行
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、

認
知
症
の
人
を
在
宅
介
護
し
な
が
ら
、
徘
徊
な

ど
の
症
状
で
困
っ
て
い
る
ご
家
族
に
「
徘
徊
高

齢
者
等
Ｓ
Ｏ
Ｓ
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
」
事
前
登
録
を

お
勧
め
し
て
い
ま
す
。

　

事
前
登
録
は
、
徘
徊
な
ど
で
行
方
不
明
の
可

能
性
が
あ
る
人
の
情
報
を
登
録
し
、
行
方
不
明

の
未
然
防
止
や
捜
索
時
の
早
期
発
見
に
役
立
て

る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。
登
録
方
法
な

認
知
症 

と
も
に
暮
ら
そ
う 

こ
の
街
で　
〜
9
月
は
世
界
ア
ル
ツ
ハ
イ
マ
ー
月
間
で
す
〜

ど
は
、
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
、
福
祉
課
、

ま
た
は
担
当
ケ
ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー
に
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

問
合
せ
先

　
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー　

☎
３
４‒

８
７
２
９

　

福
祉
課 　

☎
３
４‒

８
７
２
５

　

7
月
19
日
、
地
方
創
生
の
核
と
な
る
雇
用
対

策
と
就
労
環
境
の
整
備
を
推
進
す
る
た
め
、
町

内
企
業
、
高
校
、
各
種
経
済
団
体
な
ど
の
代
表

者
31
人
が
出
席
し
、
役
場
別
館
で
「
ふ
る
さ
と

越
前
町
し
ご
と
の
創
生
懇
談
会
」
が
開
か
れ
ま

し
た
。

　

町
と
し
て
は
初
め
て
の
取
り
組
み
で
、
当
日

は
、 「
零
細
企
業
に
ミ
ラ
ク
ル
が
起
き
た
！
創

業
25
年
の
町
工
場
が
初
め
て
新
卒
採
用
で
き
た

理
由
」
と
題
し
て
坂
井
市
の
長
田
工
業
所
の
小

林
社
長
に
ご
講
演
い
た
だ
き
、
意
見
交
換
会
を

ふ
る
さ
と
越
前
町
し
ご
と
の
創
生
懇
談
会
が
開
か
れ
ま
し
た

行
い
ま
し
た
。

　

意
見
交
換
で
は
、

「
人
材
確
保
」や「
起

業
し
た
い
若
者
へ

の
支
援
制
度
」に
つ

い
て
意
見
が
あ
り
、

町
内
事
業
所
の
み

な
さ
ん
が
新
卒
採

用
の
難
し
さ
を
感

じ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
り
ま
し
た
。

問
合
せ
先　

就
労
支
援
室　

☎
３
４‒

８
７
０
５

広報 えちぜん 8平成28年９月号

I n f o r m a t i o nえちぜん

広報 えちぜん9 平成28年９月号

町からのお知らせ



　新市町村振興宝くじオータムジャンボの収益金は、市や町の明るく住みよいま
ちづくりに使われます。
　県内の市町にある宝くじ売り場で購入をお願いします。

オータムジャンボ
　1等・前後賞合わせて5億円

販売期間
　9月26日㈪～ 10月14日㈮

抽 選 日
　10月21日㈮

　取引、証明などに使用される計量器（はかり）は、計量法の規定により、2年に1度定期検査を受けなければなり
ません。町内での検査日程は次のとおりです。該当する計量器を持っている人は必ず検査を受けてください。

集合検査日時・場所
9月20日（火）
　午前9時30分～正午 越前コミュニティセンター
　午後1時30分～ 4時 役場別館

9月21日（水）
　午前9時30分～正午 織田コミュニティセンター
　午後1時30分～ 3時30分 宮崎コミュニティセンター

対象になる計量器（具体例は表を参照）
・非自動はかり
・分銅やおもりで検定証印または基準適合証印があるもの

農地転用とは
　農地を農地以外の用途（宅地、工場用地、道路など）に転換することで、一時的な資材置場にする場合なども農地
転用になります。

※「農業振興地域の整備に関する法律」に基づく農用地区域内の土地の場合には、事前に農用地区域から除外する手
続きが必要です。申請地が農用地区域内の場合、除外手続き後、転用の手続きが可能になりますが、半年程度時
間を要しますので、ご注意ください。（除外申請受付は3月30日および8月30日まで）
※転用申請書は、農業委員会事務局へ提出してください。添付書類として、登記簿謄本、公図の写し、位置図、配置図、
平面図などが必要です。
 なお、申請書の受付は、毎月10日までです。（10日が休日の場合は、翌開庁日）
※許可書の交付後は、工事完了届などの提出が義務付けられます。

農地の権利移動
　農地を農地のまま耕作目的で権利の移動（売買・贈与など）または設定（貸借権・使用貸借など）をするときには
農地法第3条の規定により、農業委員会の許可が必要です。
　また、農地法第3条の規定による権利移動の下限面積は50アールですが、下記の区域は下限面積に代わるべき面
積を定めています。

農業委員会の傍聴
　総会は、合議体である農業委員会の最高議決機関です。通常は、会長が招集し毎月1回25日に開かれます（日程
は変更になる場合があります）。総会は、 「農業委員会等に関する法律」に基づき農業委員会が処理すべき事項を審
議あるいは協議し決定する場です。総会は、どなたでも傍聴できますので、傍聴を希望される人は、農林水産課で
受付をお願いします。

問合せ先　越前町農業委員会事務局（農林水産課内）　☎34‒8704

問合せ先　商工観光課　☎34‒8720

対象になる計量器 対象にならない計量器
•商店・行商などで商品の売買に使用するはかり
•病院・薬局などで調剤に使用するはかり
•病院・学校・保育園・老人保健施設などで身体検査用に使用する
はかり
•貨物の運賃算出に使用するはかり
•農水産物などの売買・出荷に使用するはかり
•工場・事業所などで材料の購入・製品の販売・出荷に使用する
 はかり
•カレー、ステーキハウスなどでご飯や肉などを重さにより販売
する目的で使用するはかり

•家庭用はかり（キッチンスケール・ヘルス
メーターなど）

•公衆浴場などで自己の健康管理用に使用す
るはかり

•食品加工場・飲食店などで調配合に使用す
るはかり

•郵便物の試しはかりとして使用するはかり
•肥料の配合・生産物の自己管理用として使
用するはかり

•事業所などで製造工程中に使用するはかり

農 地 法 許可が必要な場合 許可申請者 許可権者

第 4 条 農地の所有者が農地を転用
する場合 農地を転用する者 県知事

ただし、農地が4ヘクタールを
越える場合には農林水産大臣の
協議が必要第 5 条 農地、採草放牧地を転用す

るため売買などを行う場合
売主 (農地所有者 )と買主
（転用事業者）

オータムジャンボは県内の市町で購入しましょう

「はかり」の定期検査を受けましょう 農地の転用には許可が必要です

区　　域 面　　積

旧糸生村、旧織田村 40アール

旧四ヶ浦町 30アール

旧城崎村 20アール

　

県
で
は
、 ｢

地
域
づ
く
り
・
観
光｣

、 ｢

農
林

水
産
・
も
の
づ
く
り｣

、｢

鉄
道｣

の
3
部
門
で
、

福
井
の
魅
力
を
発
信
す
る
1
〜
2
分
程
度
の
動

画
を
募
集
し
て
い
ま
す
。
優
秀
な
作
品
に
は
表

彰
が
あ
り
ま
す
。

　

年
齢
・
性
別
・
個
人
・
団
体
は
問
い
ま
せ
ん

の
で
、
県
内
各
地
の
魅
力
あ
ふ
れ
る
風
景
を
撮

影
し
、
ふ
る
っ
て
ご
応
募
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
応
募
に
あ
た
っ
て
は
、「
福
井
ふ
る
さ

と
動
画
コ
ン
テ
ス
ト
」
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
募
集

要
項
お
よ
び
留
意
事
項
を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

応
募
締
切　

11
月
30
日
㈬

｢

福
井
ふ
る
さ
と
動
画
コ
ン
テ
ス
ト｣　

作
品
募
集

応
募
方
法

「
福
井
ふ
る
さ
と
動
画
コ
ン
テ
ス
ト
」
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
に
あ
る
電
子
申
請
・
届
出
サ
ー
ビ

ス
か
ら
応
募
し
て
く
だ
さ
い
。

http://w
w
w
.pref.fukui.lg.jp/doc/

sityousinkou/furusato/furusato.htm
l

賞
・
賞
品

　

最
優
秀
賞　

50
万
円　
　

優
秀
賞　

20
万
円

　

市
町
賞
、
特
別
賞
ほ
か

問
合
せ
先

　

福
井
県
総
務
部
市
町
振
興
課

　
☎
０
７
７
６‒

２
０‒

０
２
６
２

対象にならない計量器（具体例は表を参照）
・取引・証明用以外の計量器
・1目盛りが10mg未満の計量器
・定期検査に代わり計量士による代検査（計量法第
25条）を受検した計量器

対象になるが、検査を免除される計量器
・定期検査済シールに表示された年月の翌月から
起算して1年を経過していない計量器
・製造された年月の翌月から起算して1年を経過し
ていない計量器

　

雨
田
光
平
記
念
館
で
は
、
展
示
替
え
作
業
の

た
め
次
の
期
間
休
館
い
た
し
ま
す
。

　

利
用
者
の
み
な
さ
ん
に
は
大
変
ご
迷
惑
を
お

か
け
し
ま
す
が
、
ご
理
解
い
た
だ
き
ま
す
よ
う

お
願
い
し
ま
す
。

　

平
成
29
年
1
月
に
行
わ
れ
る
成
人
式
の
後
、

朝
日
、
宮
崎
、
越
前
、
織
田
地
区
で
そ
れ
ぞ
れ

開
催
さ
れ
る
「
新
成
人
の
つ
ど
い
」
を
企
画
・

運
営
す
る
メ
ン
バ
ー
を
募
集
し
ま
す
。
詳
し
く

は
、
越
前
町
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
、
各
分
館
に

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

対
象
者　

平
成
8
年
4
月
2
日
〜
平
成
9
年
4

月
1
日
生
ま
れ
で
越
前
町
在
住
の
人 

内　

容　

当
日
の
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
な
ど
の
企

画･

司
会･

進
行  

雨
田
光
平
記
念
館　

展
示
替
に
よ
る
休
館
の
お
し
ら
せ

平
成
29
年
成
人
式
「
新
成
人
の
つ
ど
い
」　

実
行
委
員
募
集

休
館
期
間

　

9
月
5
日
㈪~

９
日
㈮

問
合
せ
先

　

雨
田
光
平
記
念
館　

☎
３
６‒

２
６
６
６

休
館
中
の
問
合
せ
先

　

織
田
文
化
歴
史
館　

☎
３
６‒

２
２
８
８

問
合
せ
先

　

越
前
町
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー

　
　

☎
３
４‒

２
０
０
０

　

生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
宮
崎
分
館

　
　

☎
３
２‒

７
７
１
２

　

生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
越
前
分
館

　
　

☎
３
７‒

７
７
１
２

　

生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
織
田
分
館

　
　

☎
３
６‒

７
７
１
２
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「
越
前
が
に
」・「
越
前
水
仙
」
を
題
材
に
し
、

「
お
た
よ
り
」
を
テ
ー
マ
と
し
た
詩
・
俳
句
を

募
集
し
ま
す
。

応
募
資
格

小
学
生
以
上
で
あ
れ
ば
、
ど
な
た
で
も
応
募

で
き
ま
す
。

応
募
方
法

　

詩
部
門

４
０
０
字
詰
め
原
稿
用
紙
（
Ａ
4
判
）
3

枚
以
内
（
ワ
ー
プ
ロ
・
パ
ソ
コ
ン
、Ｅ
メ
ー

ル
で
の
添
付
フ
ァ
イ
ル
は
可
と
し
、
メ
ー

ル
本
文
へ
の
打
込
み
デ
ー
タ
は
不
可
と

し
ま
す
）。
作
品
は
1
人
1
編
と
し
ま
す
。

必
ず
原
稿
用
紙
に
記
名
し
、
別
紙
に
住
所

･

氏
名
・
年
齢
・
職
業
（
学
校
名･

学
年
）・

電
話
番
号
を
書
い
て
く
だ
さ
い
。

※
小
中
学
生
は
、
必
ず
原
稿
用
紙
に
手
書

き
で
応
募
し
て
く
だ
さ
い
。

「
越
前　

蟹
と
水
仙
の
文
学
コ
ン
ク
ー
ル
」　

作
品
募
集

　

俳
句
部
門

応
募
用
紙
・
官
製
は
が
き
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
、
ま

た
は
Ｅ
メ
ー
ル
で
ご
応
募
く
だ
さ
い
。
作

品
は
1
人
2
句
ま
で
と
し
ま
す
。

応
募
締
切
り

　

9
月
16
日
㈮
（
当
日
消
印
有
効
） 

※
役
場
、
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
、
各
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
に
チ
ラ
シ
兼
応
募
用
紙

が
置
い
て
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
町
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
か
ら
も
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

※
応
募
作
品
は
自
作･

未
発
表
の
も
の
に
限

り
ま
す
。

※
応
募
い
た
だ
い
た
作
品
は
返
却
で
き
ま
せ
ん
。

※
応
募
作
品
の
諸
権
利
は
主
催
者
に
帰
属
し

ま
す
。

問
合
せ
先

　

生
涯
学
習
課　

☎
３
４‒

２
０
０
０

　

Ｆ
Ａ
Ｘ　

３
４‒
２
７
２
０

　
Ｅ
メ
ー
ル　

gakusyu@
tow
n.echizen.lg.jp

　越前町には、町立ホッケー場2コートと県立ホッケー場1コー
トがあります。町立ホッケー場は、人工芝の色が緑色で、県立
ホッケー場は、青色になっています。
　ホッケーはもともと天然芝の上で行うスポーツでしたが、現
在では、国際的な大会では必ず、また、日本でも全国的な大会は、
人工芝で行なわれています。人工芝に水を撒くことで、転倒し

た際の摩擦によるやけどを防ぎ、よりダイナミックなプレーが可能になります。ボールのスピードも上
がり、ミスが激減するため、スピーディーでスリリングなゲームが展開されるようになり、より魅力的
なスポーツに変化しています。
　町民のみなさんも一度、全国に誇れるホッケー場でホッケーの試合をご覧になってください。
　平成30年には、『福井しあわせ元気国体』の正式種目「ホッケー」が越前町で開催されます。全国から
大勢の人が来町されます。町民一人ひとりがホッケーに対して興味をもっていただき、「おもてなし」の
心で福井しあわせ元気国体を盛り上げていきましょう。

問合せ先　福井しあわせ元気国体越前町実行委員会事務局（国体推進室内）　☎34-8701

 越前町の
ホッケー場

Hockey ground of Our Town

【今後の人工芝ホッケー場での大会実施予定】
 9 月24日（土）　県高校新人大会（町立）　
10月 7 日（金）   鯖丹地区中学校秋季総合競技大会（県立）
10月22日（土）　県中学校秋季新人競技会（県立）
10月30日（日）　県民スポーツ祭〈ホッケーフェスティバル〉 （県立）
11月12日（土）　全日本中学生都道府県対抗11人制大会
　　 13日（日）　　　　　　　　　〃　　　　　　　　　（町立・県立）

平成28年度 工事等発注一覧（予定価格250万円以上）  7月16日～8月15日
工　　　事　　　等　　　名 地　係 請負金額 請負業者名 主　管　課

平成27年度（繰）　町道福井線道路改良工事（その2） 上 糸 生 1,404,000 大門建設㈱ 建 設 課

平成28年度　町道米ノ厨線道路改良工事 高 佐 5,022,000 橋本建設㈱ 建 設 課

平成28年度　宮崎地区除雪車格納庫建設工事 江 波 24,354,000 オタ建設㈱ 建 設 課

平成28年度　白浜（城崎）漁港改良工事 白 浜 29,484,000 ㈱大生 農林水産課

平成28年度　江波住宅解体工事 江 波 1,188,000 大門建設㈱ 定住促進課

平成28年度　町営宮崎プール改修工事 江 波 12,636,000 ㈱大生 ス ポ ー ツ
振 興 課

問合せ先　監理課　 ☎34‒8719

朝日総合運動場人工芝ホッケー場
福井県立ホッケー場
平成30年10月4日㈭～10月8日㈪

　福井県には、越前海岸や熊川宿などの美しい自然や歴史的な街並みなど、優れた景観が数多くあります。今後こ
れらを生かした原風景や観光地の魅力ある景観づくりを進めるため、福井県屋外広告物条例が改正され、屋外広告
物の設置ルールが10月1日から変わります。

屋外広告物とは
①常時または一定の期間継続して、
②屋外で、
③公衆に表示されるものであって、
④看板、はり紙、広告塔、広告板、建物の壁面に
 表示されたものなどをいいます。（右図参照）
　また、屋外広告物は次の3つに分類されます。
　⑴　案内広告物 事業所などに案内するために、
 事業所などの名称や案内する
 方向が表示されているもの
　⑵　自家用広告物 自己の名称・事業内容などを表示するため、自己の事業所などの敷地内に設置するもの
　⑶　一般広告物 案内広告物・自家用広告物以外のもの
※屋外広告物を設置するときは、原則「町長の許可」が必要です。

広告物撤去・改修費用の補助制度
　既存不適格広告物で6年間以内に撤去・改修が必要となる広告物に
ついて、福井国体の開催までに改善が進むよう、撤去・改修費用の一
部を支援する補助制度が創設されました。
補助期間　平成28年10月1日～平成30年8月31日
補助対象　一般・案内広告物の撤去費、自家用広告物の撤去、改修費
補助金額　補助対象経費のうち、上限額の範囲内の金額に対し補助

率（2/3）を乗じた金額

問合せ先　定住促進課　☎34‒8727

10月1日から屋外広告物の設置ルールが改正されます

条例の改正内容（一部抜粋）
　景観の特性に応じて、 「第1種禁止地域」 「第2
種禁止地域」 「第3種禁止地域」 「特定制限地域」 
「許可地域」の5つの区分に分けられ、地域区分
に応じたメリハリのある規制になります。区分
によっては、現在の規制より厳しい基準が適用
になります。
　また、主要な信号交差点周辺では、案内・一
般広告物の設置が原則禁止となります。

経過措置
　現在、適法に設置されている広告物は、経過措置として
改正条例が施行される平成28年10月1日から6年間の猶予
期間が設けられています。新たな基準に適合しなくなった
広告物（既存不適格広告物）は、6年間のうちに撤去・改修
が必要となります。
※「許可地域」では広告物の変更（改造）を行う際に新基準
を適用するなど、区分に応じて新基準の適用時期が異な
りますので、詳しくはお問い合わせください。

＜補助対象上限額の一覧＞　　　  （単位：円）
補助対象上限額

野 立 看 板 の 撤 去 200,000
自家用屋上広告板の撤去 600,000
自家用広告板の改修 1,000,000
自家用屋上広告板の改修 1,500,000

※その他、補助の条件がありますので、詳しくはお問
い合わせください。また、屋外広告物規制の詳細は、
県のホームページでも公開しています。

検　索福井県　屋外広告物 索索
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防災行政無線テレフォンサービス（直近に放送した内容が確認できます）
☎34‒1444　☎34‒1445　☎34‒0866

消防署からのお知らせ

　7月23日、福井県消防学校で第65回福井県消防操法大会が行われ、鯖江・丹生消防組合代表として出場し
た越前消防団朝日地区第2分団が県下9チームが競い合う中、見事接戦を制し準優勝を果たしました。

　町民、関係者のみなさんの熱い声援を受けながら約3か月間の厳しい訓練を乗り超え、大会ではその成
果を十分に発揮することができました。
　長期にわたりご協力と応援を賜り、誠にありがとうございました。

越前消防団朝日地区第2分団一同

　9月9日は救急の日です。毎年この日を含む1週間（本年は9月4日㈰
から9月10日㈯）を「救急医療週間」としています。全国各地で応急手当
の講習会を中心とした救急に関する様々な行事が実施されています。

普通救命講習のご案内
日　時　毎月第2土曜日
　　　　午前9時~正午

場　所　鯖江・丹生消防組合
 消防署
　　　　鯖江市西山町13-22

定　員　15人

申込先　鯖江・丹生消防組合消防署
 救急係　☎54-0119

（講習日の3日前までにお
申し込みください。）

分団長　上山　正之

指揮者　大橋　直人

 1 番員　山下　泰宏

 2 番員　中出　浩佑

 3 番員　上野　秀幸

 4 番員　宮崎　　司

補助員　上野　　誠

補欠員　宮永　裕次

第65回福井県消防操法大会　越前消防団朝日地区第2分団　準優勝！

9月9日　救急の日

A word from the international arena...

Vol.116
国際交流室から一言

マレーシアの留学生が越前町を訪れました

JICA（国際協力機構）ボランティア　2016年度秋　募集

　8月23日から26日までの間、日本の各大学に留学しているマレーシア出身の学生20人が越前町
を訪れました。留学生は、越前焼を体験し、織田文化歴史館で日本の歴史を学び、福井総合植物園
プラントピアで日本の植物について学びました。
　また、越前町国際交流協会の異文化理解講座「マレーシア編」でマレーシアの文化と料理を町内
外のみなさんに広く紹介しました。その他、朝日っ子塾の児童との交流など幅広い交流を行うこと
ができました。
　この事業は、福井県国際交流協会の「草の根国際交流活動等助成金」を受け、県内にも広く広報
されました。普段の生活で勉強に没頭する留学生にとって日
本文化と触れ、日本人との交流の輪を広げる良い機会となり
ました。
　留学生は越前町での体験を自身のインターネットで公開し、
「とても楽しかった」、「越前町をはじめて訪れたが、また行き
たい」などのコメントをいただきました。関係者のみなさん、
ボランティアのみなさんには、ご協力いただきありがとうご
ざいました。

　JICAは、日本の政府開発援助を一元的に行う実施機関として、開発途上国への国際協力を行って
います。今、開発途上国では様々な分野で私たちの技術・知識・経験が必要とされています。みなさ
んも、海外ボランティアへの扉を開いてみませんか？

募集期間　9月30日（金） ～ 11月4日（金）

募集対象　（1）青年海外協力隊（20歳～ 39歳）
　　　　　（2）シニア海外ボランティア（40歳～ 69歳）

募集職種　農林水産、加工、保守操作、土木建築、保健衛生、
　　　　　教育文化、社会福祉、観光・商業、スポーツなど

　下記の日程で「体験談＆説明会」を実施します。予約・参加費は不要です。内容は、事業概要や応
募要領の説明、経験者との交流、個別相談などです。興味のある人は、どなたでもお気軽にお越し
ください。高校生、大学生も大歓迎です！

日　　　　　時 場　　　　　所

 9 月24日（土）　午後 1 時30分～ 4 時 福井県国際交流会館　第1･2会議室

10月 6 日（木）　午後 6 時30分～ 8 時30分 福井県国際交流会館　第3会議室

10月23日（日）　午後 1 時30分～ 4 時 福井県国際交流会館　第3会議室
※同日、国際フェスティバルも開催

問合せ先
国際交流室　☎34‒8717

JICAに関する問合せ先
JICA 北陸・ボランティア担当　☎076‒233‒5931
http://www.jica.go.jp/hokuriku/index.html

地域の消防・
防災リーダー
消防団員になって
住民の安心・安全を
一緒に守りましょう

越前消防団
団員募集中

あなたも消防団に
入りませんか？

問合せ先　鯖江・丹生消防組合消防署 丹 生 分 署　☎36‒0119
 朝日分遣所　☎34‒0119
 越前分遣所　☎37‒0119
 http://www.fd-sabaenyu.jp/

越前町を訪れた留学生のみなさん
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子を思う親の心に底がない 山田千栄子
逢うてからともに歩んで今夫婦 松村　典子川 柳 逢うてきた火照り鎮めて床の中 冨田コズヱ

腹の底見せぬあなたの強い意志 渡辺　照子川 柳

　

底
び
き
網
漁
が
解
禁
と
な
る
9
月
、
越
前
海

岸
で
は
1
年
で
も
っ
と
も
多
く
の
種
類
の
魚
が

と
れ
、
漁
港
は
活
気
づ
き
ま
す
。
越
前
さ
か
な

ま
つ
り
は
「
見
て
、
買
っ
て
、
味
わ
え
る
」
イ

ベ
ン
ト
が
盛
り
だ
く
さ
ん
で
す
。

　

越
前
地
区
で
水
揚
げ
さ
れ
た
新
鮮
な
魚
介
類

や
、
町
内
で
収
穫
さ
れ
た
農
作
物
を
販
売
す
る

「
て
ん
ぐ
り
も
ん
市
場
」
や
、
新
鮮
な
魚
介
類

を
調
理
し
た
グ
ル
メ
屋
台
。
ま
た
、
魚
の
つ
か

み
取
り
や
漁
船
乗
船
な
ど
漁
師
気
分
が
味
わ
え

る
体
験
コ
ー
ナ
ー
も
さ
ら
に
充
実
。
ス
テ
ー
ジ

で
は
ゲ
ー
ム
や
ク
イ
ズ
な
ど
、
楽
し
み
な
が
ら

魚
に
つ
い
て
知
る
こ
と
が
で
き
る
企
画
盛
り
だ

く
さ
ん
で
す
。

　

糸
生
地
区
で
今
年
で
7
年
目
を
迎
え
る
「
い
と
う
エ
コ

キ
ャ
ン
ド
ル
」
が
開
か
れ
ま
す
。
多
彩
な
催
し
で
大
人
か

ら
子
ど
も
ま
で
楽
し
め
ま
す
。

日　
　

時

　

9
月
25
日
㈰

　
　

午
後
1
時
30
分
〜　

キ
ャ
ン
ド
ル
ア
ー
ト
作
り

　
　

午
後
2
時
頃
〜　
　

芸
能
発
表

　
　

午
後
6
時
〜　
　
　

エ
コ
キ
ャ
ン
ド
ル
点
火
式

場　
　

所　

越
前
町
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー　

糸
生
分
館

問
合
せ
先

　

越
前
町
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー  

糸
生
分
館

　
　

☎
３
４‒

５
０
０
１

　

す
み
よ
い
糸
生
を
創
る
会  

事
務
局  

中
上

　
　

☎
０
９
０‒

９
４
４
２‒

５
１
６
０

「
第
6
回
越
前
さ
か
な
ま
つ
り
」
の
ご
案
内

「
い
と
う
エ
コ
キ
ャ
ン
ド
ル
」
の
ご
案
内

日　
　

時　

9
月
24
日
㈯
・
25
日
㈰

　
　
　
　
　

午
前
9
時
〜
午
後
4
時
ま
で

場　
　

所　

厨
漁
港
広
場

問
合
せ
先　

越
前
さ
か
な
ま
つ
り
実
行
委
員
会

　
　
　
　
　
（
越
前
町
観
光
連
盟
内
）

　
　
　
　
　

☎
３
７-

１
２
３
４

　

友
好
都
市
で
あ
る
愛
知
県
西
尾
市
へ
の
親
善

訪
問
バ
ス
ツ
ア
ー
に
参
加
し
ま
せ
ん
か
。

日　
　

時　

10
月
23
日
㈰

　
　
　
　
　
午
前
7
時
30
分
〜
（
役
場
前
集
合
）

定　
　

員　

30
人

行　
　

程

役
場
発
―
岡
崎
城
観
光
―
西
尾
市
盛
巌
寺

（
大
給
松
平
家
菩
提
寺
）
墓
参
り
―
昼
食
（
西

尾
市
民
と
の
懇
親
会
）
―
ト
ヨ
タ
鞍
の
池
記

念
館
見
学
―
役
場
着
（
午
後
7
時
30
分
着
）

参
加
費　

1
人
５
千
円

　
　
　
　
　
（
当
日
集
金
）

申
込
期
限　

10
月
7
日
㈮

問
合
せ
先

　

朝
日
西
尾
友
好
の
会  

事
務
局  

城
戸

　

☎
３
４‒

０
２
９
７

　

☎
０
９
０‒

３
７
６
９‒
０
８
５
８

西
尾
市
親
善
訪
問
と
岡
崎
城
・
豊
田
鞍
の
池
記
念
館
観
光
の
ご
案
内

9月の休館日　5・12・20・23・26 日　　開館時間　午前9時 ～午後5時（最終入館は午後4時30分）

美味しい器展 越前焼で珈琲時間 常設利用 ＆ 展示

　今回で7回目を迎える
「美味しい器展」。おいし
い食事は、おいしい「器」
で…と、出展の越前焼食
器でテーブルコーディ
ネートを行い、日々の食
卓を彩るヒントやおもて
なしのコーディネートな
ど、越前焼を再認識でき
る華やかな展示会です。
お料理がより一層おいし
く感じられる「美味しい
器」を探してみませんか？
会　期
9月14日（水）～
10月23日（日）
場　所
越前陶芸村文化交流会館
ロビー
入館料　無料
　越前焼の食器をメインとした展示会で、展示の作品はご購入いただく
こともできます。

　越前焼窯元50人が越前焼をもっと
身近に…をコンセプトに、コーヒー
カップ・フリーカップ約150個を展示。
お好きなカップを選んでコーヒーなど
のドリンクがセルフで飲めるこちらの
コーナーは、誰にも気兼ねなく楽しめ
るとあって、初めて陶芸村にいらした
お客様にも好評です。お気に入りの
カップで飲むコーヒーは格別です。

問合せ先　越前陶芸村文化交流会館　☎32‒3200

越前陶芸村文化交流会館　9月の会館情報

越前陶芸村文化交流会館は、県内に
数台しかないスタインウェイのピアノ
を保有しています。そのピアノが1時
間から手頃な料金で演奏できるプラ
ンがあるのをご存知ですか？ピアノ演
奏をされる人が憧れるピアノであな
たもレベルアップしませんか？
料　金　1時間　3,000円～
時　間　午前9時～午後5時
　ご利用は個人練習に限ります。観客を伴う利用や大人数
での利用は別のプランとなりますのでご注意ください。
　ご利用は事前予約が必要となります。

STEINWAY&SONGS

ピアノトレーニングプラン

　

毎
年
恒
例
の
矯
正
展
を
今
年
も
開
き
ま
す
。

　

刑
務
所
の
施
設
見
学
会
・
刑
務
所
作
業
製
品

の
展
示
即
売
・
各
種
イ
ベ
ン
ト
な
ど
楽
し
い
企

画
が
満
載
で
す
。

日　
　

時　

9
月
25
日
㈰

　
　
　
　
　

午
前
9
時
30
分
〜
午
後
4
時

第
33
回
福
井
矯
正
展
の
ご
案
内

場　
　

所　

福
井
刑
務
所（
福
井
市
一
本
木
町
）

問
合
せ
先

　

福
井
刑
務
所　

企
画
部
門
（
作
業
担
当
）

　

☎
０
７
７
６‒

３
６‒

３
２
２
２

　

コ
ニ
フ
ァ
ー
と
は
針
葉
樹
の
こ
と
で
球
果

（
松
ぼ
っ
く
り
な
ど
）
を
つ
け
る
植
物
の
総
称

で
す
。

　

松
ぼ
っ
く
り
な
ど
多
彩
な
球
果
を
使
っ
て
ハ

ロ
ウ
ィ
ン
を
盛
り
上
げ
る
飾
り
を
作
っ
て
み
ま

せ
ん
か
。

日　
　

時　

9
月
25
日
㈰

　
　
　
　
　

午
後
1
時
30
分
〜
午
後
3
時

定　
　

員　

20
人

参
加
費　

５
０
０
円

　
　
　
　
　
（
別
途
入
園
料
が
か
か
り
ま
す
）

入
園
料　

一　

般　
　
　　

３
０
０
円

　
　
　
　
　

中
学
・
高
校
生　

２
０
０
円

　
　
　
　
　

小
学
生　
　
　　

１
０
０
円

コ
ニ
フ
ァ
ー
ボ
ー
ル
作
り
体
験
の
ご
案
内

※
事
前
申
込
が
必
要
で
す
。
お
電
話
で
お
申
し

込
み
く
だ
さ
い
。

問
合
せ
先

　

福
井
総
合
植
物
園
プ
ラ
ン
ト
ピ
ア

　

☎
３
４‒

１
１
２
０

親
子
チ
ャ
レ
ン
ジ
フ
ェ
ス
タ

水
仙
ラ
ン
ド
で
あ
そ
ん
じ
ゃ
お
う
！

日　
　

時　

9
月
25
日
㈰

　
　
　
　
　

午
前
9
時
30
分
〜
午
後
1
時

　
　
　
　
　
（
小
雨
決
行
）

場　
　

所　

越
前
岬
水
仙
ラ
ン
ド

チ
ャ
レ
ン
ジ
フ
ェ
ス
タ
の
ご
案
内　
〜
み
ん
な
で
つ
く
る
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
〜

対　
　

象　

幼
児
、
小
学
生
（
小
学
3
年
生
ま

で
の
人
は
、
保
護
者
の
人
と
一
緒

に
参
加
し
て
く
だ
さ
い
）

内　
　

容　

水
仙
ラ
ン
ド
を
探
検
し
よ
う
！

　
　
　
　
　

越
前
岬
灯
台
を
探
検
し
よ
う
！

問
合
せ
先　

越
前
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
事
務
局

　
　
　
　
　

☎
３
７‒

７
７
１
０

広報 えちぜん 16平成28年９月号

I n f o r m a t i o nえちぜん

広報 えちぜん17 平成28年９月号

みんな集まれ



最後まで頑張り通す底力 山谷　ゆり
温かい言葉胃薬よりしみる 司辻　文子川 柳 何十年逢ってきました盆の風 武藤　久子

久しぶりばったり逢って名が出ない 山内　千代川 柳

子　育　て　ア　ド　バ　イ　ス
　お子さんとの、あわただしくも、楽しい日々をお過ごしと思います。
　なにかしら不安の多いこの世の中ですが、人間らしく成長していってほしいと願います。
　そんななかとってもほっとする子守歌に出会いました。子どもは、子守歌をうたってもらうことで自分の居場所だと安心し
ます。どうぞお母さんは子守歌をうたってあげてください。

　子どもをゆったりだっこして欲しい、ただそれだけの子守歌です。
　見えていますか？子どもの瞳が。聞こえていますか？子どもの寝息が。
　本当はね、この子があなたを選んで生まれてきてくれたのですよ。

問合せ先　福祉課　☎34‒8725

　　おやすみなさい（子守歌）　　作詞・作曲　町田浩志
1 おやすみなさい おやすみなさい 笑顔も涙も　だっこしてあげる
 おやすみなさい おやすみなさい 笑顔も涙も　だっこしてあげる
 いつまでこうして　だっこできるのかな？
 あなたの寝顔は　わたしの　生きる　力になる
 おやすみなさい おやすみなさい 笑顔も涙も　だっこしてあげる
 おやすみなさい おやすみなさい 笑顔も涙も　だっこしてあげる

2 おやすみなさい　おやすみなさい　ゆっくりゆっくりおおきくなぁれ
 おやすみなさい　おやすみなさい　ゆっくりゆっくりおおきくなぁれ
 おおきくなっても　だっこできるかな？
 あなたの泣き顔も　わたしの　生きる　明日になる
 おやすみなさい　おやすみなさい　ゆっくりゆっくりおおきくなぁれ
 おやすみなさい　おやすみなさい　ゆっくりゆっくりおおきくなぁれ

 ゆっくりゆっくり　おおきくなぁれ
 ゆっくりゆっくり　お母さんになぁれ

丹 南 ケ ー ブ ル テ レ ビ ガ イ ド

※番組は予告なく変更されることがありますので、
ご了承ください。
※その他の番組の放送予定は、電話または丹南ケー
ブルテレビのホームページでご確認ください。

問合せ先  丹南ケーブルテレビ㈱　番組制作課
　　　　  ☎51－0101   Eメール／ smiletv@t-catv.co.jp
　　　　  URL／ http：//www.t-catv.co.jp

9月の越前町関連の番組放送予定

たんなんスマイルＴＶ（デジタル091ch）

※越前町いきいき情報局のバック
ナンバーは、町ホームページ
からご覧いただけます。

図　書　館　だ　よ　り

歴史図書・マンガフェア盛大に開催
　夏休み期間、織田分館は織田文化歴史館と共同で歴史図書・マン
ガフェアを開き、多くの来館者が歴史図書やマンガに親しみました。
　また、関連イベントとして、夏のおはなし会やスタンプカードの
発行を行いました。

●夏のおはなし会
　7月21日と8月4日、織田地区のボランティアグループ「おは
なしひろば虹」のみなさんによる、絵本と紙芝居の読み聞かせが
ありました。
　参加した子どもたちは、 『のっぺらぼう』や『いなばのしろうさ
ぎ』などの妖怪や神話にまつわるたくさんのお話の世界を楽しみ
ました。
　8月11日には、 「越前町かたりべの会」の会員さんと、ボラン
ティアのみなさんによる、紙芝居の読み聞かせがありました。
　参加した子どもたちは、女神や九頭竜の登場する『泰澄ものが
たり』の壮大な世界に引き込まれていました。

●スタンプを集めてクジにチャレンジ
　夏のおはなし会や子ども歴史講座、ナイトミュージアムなど各
イベントへの参加や図書の貸出でスタンプを集めてクジにチャレ
ンジする子どもたちで館内はにぎわいました。

■ 「越前町いきいき情報局」
① 7 ：55～　②12：55～
③19：55～　毎日5分間放送中 !

防災士養成講座のお知らせ
【9月3日㈯～9月16日㈮】

泰澄・白山開山1300年記念2年
連続講演会のご案内
【9月17日㈯～9月30日㈮】

■ 特別番組
O・TA・I・KO響2016
【 9月18日㈰・20日㈫・22日㈭】
8月20日に開かれた「O・TA・I・KO響2016」の
様子をお届けします。

■ 「黒澤博の歌チカラ♪」
越前町朝日地区編
【 9月10日㈯～9月16日㈮】

■ 「丹南キッズ～ことばのタイムカプセル～」
陶の谷保育所
【 9月3日㈯～9月9日㈮】

　織田分館では、下記の期間、所蔵図書
を点検するために休館します。この期間、
貸出などを行えないため、利用者のみな
さまにはご迷惑をおかけしますが、ご理
解とご協力をお願いいたします。返却は
ブックポストまたは、町立図書館・宮崎
分館・越前分館をご利用ください。

織田分館休館期間
9月26日（月）～29日（木）の4日間

織田分館休館のお知らせ

　

言
葉
や
発
達
が
ゆ
っ
く
り
だ
と
思
わ
れ
る
お

子
さ
ん
を
対
象
に
し
た
個
別
相
談
会
を
実
施
し

て
い
ま
す
。
お
子
さ
ん
の
特
性
に
合
わ
せ
た
支

援
を
、
こ
こ
ろ
の
先
生
と
一
緒
に
考
え
て
み
ま

し
ょ
う
。

日　
　

時　

9
月
13
日
㈫　

午
後
1
時
〜
4
時

場　
　

所　

朝
日
保
健
セ
ン
タ
ー

「
子
ど
も
の
発
達
相
談
会
」
の
ご
案
内

対
象
者　

18
歳
未
満
の
人

ス
タ
ッ
フ　

臨
床
心
理
士

相
談
時
間　

約
30
分
〜
1
時
間
の
個
別
相
談

料　
　

金　

無
料

申
込
み　

予
約
制

問
合
せ
先　

福
祉
課

　
　
　
　
　

☎
３
４‒
８
７
２
５

　

つ
ら
い
気
持
ち
を
ひ
と
り
で
抱
え
て
い
ま
せ

ん
か
？

　

カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
と
話
を
す
る
こ
と
で
、
解
決

の
糸
口
が
見
つ
か
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

　

お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。
ご
家
族
み
な

さ
ん
の
相
談
に
も
応
じ
ま
す
。

日　

時　

9
月
27
日
㈫

　
　
　
　

午
前
9
時
30
分
〜
正
午　

「
心
を
い
や
す
相
談
会
」
の
ご
案
内

場　
　

所　

越
前
町
役
場　

別
館

内　
　

容　
臨
床
心
理
士
に
よ
る
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ

　
　
　
　
　

相
談
時
間
は
、
一
人
45
分
程
度

　
　
　
　
　
（
秘
密
は
厳
守
し
ま
す
。）

料　
　

金　

無　

料

申
込
み　

予
約
制
（
匿
名
可
）

問
合
せ
先　

健
康
保
険
課

　
　
　
　
　

☎
３
４‒

８
７
１
０

　

言
葉
や
発
達
が
ゆ
っ
く
り
だ
と
思
わ
れ
る
、

遊
び
や
や
り
と
り
で
気
に
な
る
こ
と
が
あ
る
、

お
子
さ
ん
と
ど
の
よ
う
に
関
わ
っ
た
ら
い
い
か

迷
う
な
ど
、
お
子
さ
ん
の
発
達
に
つ
い
て
、
ご

心
配
や
悩
み
の
あ
る
保
護
者
の
人
を
対
象
に
、

発
達
支
援
教
室
（
親
子
教
室
）
を
実
施
し
て
い

ま
す
。

日　
　

時　

9
月
15
日
㈭

　
　
　
　
　

午
前
10
時
〜
11
時
30
分

「
す
ま
い
る
教
室
」
の
ご
案
内

場　
　

所　

朝
日
保
健
セ
ン
タ
ー

対
象
者　

未
就
学
児

ス
タ
ッ
フ　

臨
床
心
理
士
・
言
語
聴
覚
士
・
児

童
家
庭
相
談
員
・
相
談
支
援
専
門

員
な
ど

料　
　

金　

無　

料

申
込
み　

予
約
制

問
合
せ
先　

福
祉
課

　
　
　
　
　

☎
３
４‒

８
７
２
５

おはなし会を楽しむ子どもたち

広報 えちぜん 18平成28年９月号
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健康な暮らしのために得々情報
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越
前
町
の
指
定
文
化
財
を
訪
ね
よ
う

越
前
町
の
指
定
文
化
財
を
訪
ね
よ
う
4040

―
越
知
山

―
越
知
山  

編
―
編
―

ふ
た
り
は
、
越お

知ち

山
の
山
頂

に
立
つ（
写
真
１
）。

Ｅ
子 

二
文
字
で
越お

知ち

と
読

む
ん
で
す
ね
。

学
Ｈ 

は
い
。
本
来
は
、「
越
」

の
一
字
で
オ
チ
と
読

み
ま
す
。

Ｅ
子 

越
前
町
は
、
エ
チ
で

す
ね
。

学
Ｈ 

音
読
み
だ
と
、
オ
チ

の
他
に
エ
ツ
や
エ
チ

と
言
い
ま
す
。
越
知
は
、
奈
良
時
代
に
全
国
の
地
名

が
一
斉
に
二
字
化
し
た
こ
と
と
関
係
が
あ
る
か
と

思
い
ま
す
。

Ｅ
子 

二
文
字
？

学
Ｈ 

は
い
。
和
銅
六
年
（
七
一
三
）
に
、
全
国
の
地
名
に

好
い
漢
字
で
表
記
せ
よ
と
の
勅
令
が
出
ま
す
。
一

般
に
「
好こ

う

字じ

令れ
い

」と
言
い
ま
す
。
こ
の
法
令
に
は
二

文
字
と
は
記
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
が
、
ど
う
も
こ
の

頃
か
ら
二
字
の
地
名
が
一
般
化
し
た
と
さ
れ
て
い

ま
す
。

Ｅ
子 

つ
ま
り
越
だ
っ
た
の
が
、越
知
に
？

学
Ｈ 

有
名
な
所
だ
と
、
阿あ

波わ

踊
り
で
有
名
な
阿
波
国
は

も
と
も
と
粟あ

わ

国
だ
っ
た
と
か
。
和
歌
山
県
は
木き

国

だ
っ
た
の
を
紀き

伊い

に
し
た
と
か
。
大
阪
の
泉い

づ
み
も
和

を
付
け
て
和い

泉づ
み

と
し
て
い
ま
す
。
好
字
と
は
縁
起

の
い
い
字
の
こ
と
で
、
敦つ

る

賀が

も
も
と
は
角つ

ぬ

鹿が

と
い

う
字
で
し
た
。

Ｅ
子 

地
名
っ
て
、お
も
し
ろ
い
！

学
Ｈ 

越
知
が
、
そ
の
法
令
の
影
響
化
か
ど
う
か
は
分
か

り
ま
せ
ん
が
、
か
つ
て
北
陸
一
帯
は
広
大
な
越
の

国
で
し
た
か
ら
、
都
に
一
番
近
い
越
前
国
に
、
そ
の

象
徴
た
る
存
在
と
し
て
越
山
が
あ
っ
て
も
不
思
議

で
は
な
い
で
す
ね
。

Ｅ
子 

へ
ぇ
〜
越
の
シ
ン
ボ
ル
で
す
か
〜

学
Ｈ 

あ
と
、
越
知
に
ま
つ
わ
る
お
も
し
ろ
い
エ
ピ
ソ
ー

ド
が
あ
り
ま
す
。

 

『
万
葉
集
』
の
い
く
つ
か
の
歌
で
は
、
オ
チ
と
い
う

と「
変
若
」の
字
を
あ
て
、若
く
変
わ
る
、つ
ま
り
若

返
り
の
意
味
を
も
た
せ
て
い
ま
す
。
あ
と
、
オ
チ
水

と
い
う
の
も
あ
っ
て
、
若
返
り
の
効
能
が
あ
る
水

だ
と
出
て
き
ま
す
。

Ｅ
子 

越
知
山
の
水
を
飲
む
と
若
返
る
わ
け
で
す
か
。

学
Ｈ 

実
際
は
ど
う
か
分
か
り
ま
せ
ん
が
、
奈
良
時
代
に

は
オ
チ
の
水
に
は
、
そ
う
し
た
効
果
が
あ
る
と
信

じ
ら
れ
て
い
た
よ
う
で
す
。
そ
う
い
え
ば
、
越
知
山

に
は
独と

っ

鈷こ

水
が
あ
り
ま
す
ね
。

 

ち
な
み
に
、
こ
の
建
物
は
越
知
神
社
の
奥
之
院
で

す
。
こ
こ
で
は
大お

お

己な
む

貴ち
の

尊み
こ
とが
祀
ら
れ
て
い
ま
す
。
別

名
、大お

お

国く
に

主ぬ
し

で
す
。

Ｅ
子 

知
っ
て
る
。
因い

な
ば幡
の
白
ウ
サ
ギ
の
。

学
Ｈ 

そ
う
で
す
。

ふ
た
り
は
、越
知
山
の
山
頂
か
ら
少
し
降
る
。

学
Ｈ 
こ
こ
は
、臥ふ

せ

行ぎ
ょ
う

者じ
ゃ

の
旧
跡
で
す（
写
真
２
）。
臥
行
者

は
泰た

い

澄ち
ょ
う

大
師
の
弟
子
で
す
。

Ｅ
子 

臥
せ
っ
て
、
変
わ
っ

た
名
前
で
す
ね
。

学
Ｈ 

伝
記
に
よ
る
と
、
臥

行
者
は
、
苦
行
を
お

こ
な
う
泰
澄
の
側
を

片
時
も
離
れ
ず
、
雪

の
積
も
っ
た
地
面

に
臥
し
て
い
た
の
で
、

そ
の
よ
う
に
呼
ば
れ

た
と
あ
り
ま
す
。

Ｅ
子 

お
付
き
の
人
み
た
い

で
す
ね
。

学
Ｈ 

は
い
。
あ
と
伝
記
に
は
、
も
う
ひ
と
り
弟
子
が
い
て
、

浄き
よ

定さ
だ

行ぎ
ょ
う

者じ
ゃ

と
言
い
ま
す
。
彼
は
、泰
澄
と
と
も
に
苦

行
を
お
こ
な
っ
て
い
ま
す
。

Ｅ
子 

お
弟
子
さ
ん
が
、ふ
た
り
な
ん
で
す
ね
。

学
Ｈ 

伝
記
に
は
、
臥
行
者
が
心
の
行
者
で
、
浄
定
行
者
が

身
体
の
行
者
と
書
か
れ
て
い
ま
す
。

Ｅ
子 

対
称
的
で
す
ね
。

　

前
回
に
続
い
て
、日
本
へ
伝
わ
っ
た
塔
が
ど
の
よ
う
に
変
遷
し
、墓
標
と
な
っ
た
の

か
を
み
て
い
き
ま
し
ょ
う
。
も
と
も
と
、ブ
ッ
ダ
の
遺
骨
で
あ
る
仏ぶ

っ

舎し
ゃ

利り

を
納
め
る
た

め
の
施
設
で
あ
っ
た
塔
の
役
割
は
、時
代
を
経
て
変
わ
っ
て
い
き
ま
す
。
す
で
に
奈
良

時
代
に
は
、
行
基
（
六
六
八
〜
七
四
九
）
の
伝
記
を
記
し
た
「
大だ

い

僧そ
う

正じ
ょ
う

舎し
ゃ

利り

瓶び
ん

記き

」の

名
が
示
す
と
お
り
、
高
僧
の
遺
骨
を
舎
利
と
同
等
に
扱
い
、
塔
へ
遺
骨
を
埋
納
す
る

よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
信
仰
の
対
象
が
、
ブ
ッ
ダ
だ
け
で
な
く
、
徳
の
高
い
僧
侶
に

も
拡
大
さ
れ
た
の
で
す
。

　

七
世
紀
以
降
、
日
本
で
は
主
に
木
造
塔
を
寺
院
伽
藍
と
し
て
建
立
し
て
い
ま
し
た

が
、
石
造
塔
も
造
ら
れ
て
い
ま
し
た
。
滋
賀
県
東
近
江
市
に
あ
る
石
塔
寺
三
重
塔
は
、

現
存
最
古
の
石
塔
と
さ
れ
ま
す
。
し
か
し
、
古
代
の
石
塔
は
き
わ
め
て
少
な
く
、
西

日
本
に
分
布
す
る
に
す
ぎ
ま
せ
ん
。

　

平
安
時
代
末
期
に
な
る
と
、
貴
族
を
中
心
に
信
仰
さ
れ
て
い
た
浄
土
思
想
が
武
家

に
も
浸
透
し
ま
す
。
そ
れ
を
受
け
て
、多
宝
塔
・
宝
塔
・
宝ほ

う

篋き
ょ
う

印い
ん

塔と
う

・
無む

縫ほ
う

塔と
う

・
板い

た

碑び

な
ど
、
各
地
で
さ
ま
ざ
ま
な
形
態
の
石
塔
が
造
立
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。
と
く

に
、
五ご

輪り
ん

塔と
う

は
密
教
系
の
舎
利
容
器
と
し
て
盛
ん
に
造
ら
れ
ま
し
た
。
こ
の
頃
の
石

塔
は
高
僧
の
墓
所
で
あ
る
と
い
う
伝
承
が
多
く
、「
塔
＝
墓
」の
意
識
が
定
着
し
て
い

た
こ
と
が
分
か
り
ま
す
。

　

鎌
倉
時
代
初
期
に
製
作
さ
れ
た
「
餓が

鬼き

草ぞ
う

子し

」は
、当
時
の
墓
地
の
様
子
を
示
す

格
好
の
資
料
で
す
。
こ
れ
を
み
る
と
、
貴
族
な
ど
身
分
の
高
い
も
の
は
盛
土
塚
に
埋

葬
さ
れ
、
塚
の
上
部
に
木
製
卒そ

塔と

婆ば

が
立
っ
て
い
ま
す
。
石
製
五
輪
塔
も
描
写
さ
れ
、

墓
標
が
木
製
か
ら
石
製
へ
と
移
り
変
わ
っ
て
い
く
様
子
が
う
か
が
え
ま
す
。
こ
れ
以

後
、石
塔
が
墓
標
の
主
流
と
な
り
ま
す
。

　

越
前
町
内
に
残
る
石
塔
の
多
く
は
、
墓
標
と
し
て
利
用
さ
れ
て
い
ま
す
。
し
か

し
、
元
亨
三
年
（
一
三
二
三
）
に
造
立
さ
れ
た
国
指
定
重
要
文
化
財
「
石
造
九
重
塔
」

（
大
谷
寺
）
は
、
泰
澄
大
師
の
廟
所
と
し
て
信
仰
さ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
弘
治
三
年

（
一
五
五
七
）
の
「
石
造
多
宝
塔
」（
小
倉
）
は
、
順
慶
の
三
回
忌
に
供
養
塔
と
し
て
建

て
ら
れ
た
も
の
で
す
。
こ
の
よ
う
に
、
町
内
で
も
と
く
に
古
い
石
塔
は
、
供
養
塔
や

記
念
碑
と
し
て
造
ら
れ
た
の
で
す
。

 

（
織
田
文
化
歴
史
館　

学
芸
員　

村
上
雅
紀
）

木
造
塔
か
ら
石
塔
へ

え
ち
ぜ
ん
年
代
記 

第
百
三
十
二
回

保育所（園） 実　施　日 電話番号

あさがお保育園 9 月13日（火） 34－1110

あ さ ひ 保 育 所 9 月14日（水） 34－0081

朝 日 西 保 育 所 9 月14日（水） 34－5602

朝 日 南 保 育 所 9 月14日（水） 34－1614

宮崎中央保育所 9 月13日（火） 32－2067

陶 の 谷 保 育 所 毎 日 午 前 中 32－3014

小 曽 原 保 育 所 9 月13日（火） 32－2039

四 ヶ 浦 保 育 園 毎 日 午 前 中 37－0305

西 徳 寺 保 育 園 要 問 合 わ せ 37－1354

織 田 保 育 所 毎 日 午 前 中 36－0160

た い ら 保 育 園 毎 日 午 前 中 36－0251

は ぎ の 保 育 園 毎 日 午 前 中 36－0396

※内容などは、各保育所（園）にお問い合わせください。

（
敬
称
略
、
8
月
15
日
現
在
）

（
8
月
15
日
現
在
）

人口と世帯
（8月1日現在）

　

7
月
30
日
か
ら
8
月
3
日
ま
で
行
わ
れ
た
全

国
高
等
学
校
総
合
体
育
大
会（
イ
ン
タ
ー
ハ
イ
）

を
制
覇
し
、
日
本
一
に
な
っ
た
丹
生
高
校
女
子

ホ
ッ
ケ
ー
部
の
写
真
で
す
。

　

今
年
か
ら
監
督
が
変
わ
り
、
技
術
面
で
は
監

督
が
指
導
し
、精
神
面
で
は
東
海
大
学
の
高こ
う

妻づ
ま

教
授
、
身
体
面
で
は
福
井
総
合
病
院
の
サ
ポ
ー

ト
を
得
る
万
全
の
体
制
に
な
り
ま
し
た
。

　

心
・
技
・
体
が
ま
さ
に
一
体
と
な
っ
た
選
手

の
み
な
さ
ん
が
、
高
校
時
代
の
青
春
を
ホ
ッ

ケ
ー
に
捧
げ
、
厳
し
い
練
習
に
耐
え
た
結
果
、

監
督
の
指
導
方
針
で
あ
る
「
攻
め
る
守
り
」
を

体
現
し
、
39
年
ぶ
り
5
度
目
の
優
勝
と
い
う
栄

冠
に
輝
き
ま
し
た
。

　

選
手
の
み
な
さ
ん
は
、
今
回
の
優
勝
ム
ー
ド

を
す
で
に
リ
セ
ッ
ト
し
、
も
う
次
の
国
体
予
選

に
向
け
て
の
練
習
を
始
め
て
い
る
と
聞
き
ま
し

た
。
監
督
や
選
手
の
み
な
さ
ん
の
ス
ト
イ
ッ
ク

さ
に
水
を
差
し
て
は
申
し
訳
な
い
と
思
い
な
が

ら
も
、
み
な
さ
ん
の
輝
か
し
い
功
績
が
少
し
で

も
広
く
伝
わ
れ
ば
と
思
い
、
広
報
の
表
紙
に
い

た
し
ま
し
た
。

　

ホ
ッ
ケ
ー
は
、
昭
和
43
年
に
行
わ
れ
た
福
井

国
体
の
時
に
、
旧
朝
日
町
で
ホ
ッ
ケ
ー
競
技
が

誘
致
さ
れ
た
こ
と
を
き
っ
か
け
に
町
の
ス
ポ
ー

ツ
と
し
て
根
付
き
ま
し
た
。
そ
れ
か
ら
50
年
後

の
平
成
30
年
に
は
「
福
井
し
あ
わ
せ
元
気
国
体

２
０
１
８
」
が
開
か
れ
ま
す
。

　

今
回
の
優
勝
を
き
っ
か
け
に
ま
す
ま
す
ホ
ッ

ケ
ー
熱
が
高
ま
り
、
国
体
開
催
に
向
け
て
町
民

の
み
な
さ
ん
の
気
持
ち
が
ひ
と
つ
に
な
れ
ば
と

思
い
ま
す
。

　

広
報
え
ち
ぜ
ん
は
、
今
回
で
１
４
０

号
に
な
り
ま
し
た
。
創
刊
号
か
ら
の
全
て

の
バ
ッ
ク
ナ
ン
バ
ー
が
町
の
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
で
見
ら
れ
る
の
は
ご
存
知
で
し
ょ
う

か
。
た
だ
、
今
ま
で
は
デ
ー
タ
が
１
ペ
ー

ジ
毎
に
な
っ
て
い
た
り
、
表
示
の
仕
方
が

揃
っ
て
い
な
か
っ
た
り
と
読
み
づ
ら
か
っ

た
の
で
、
少
し
整
理
し
て
み
ま
し
た
。
今

ま
で
よ
り
は
見
や
す
く
な
っ
た
の
で
は
な

い
か
と
思
う
の
で
す
が
、
い
か
が
で
し
ょ

う
か
。

人　口 22,511人

　男 10,887人
　女 11,624人
世帯数 7,317戸

（前月より5人増）

なかよしひろば（園開放）

（外国人の人口と世帯数を含んでいます）

新
し
い
家
族
で
す

お
く
や
み

表
紙
の
写
真

朝　

日 

安
西
ア
サ
ヱ
さ
ん
（
90
歳
）

岩　

開 

三
村　

康
治
さ
ん
（
74
歳
）

天　

王 

大
浦　

正
美
さ
ん
（
59
歳
）

境　

野 

山
口
タ
マ
ヲ
さ
ん
（
97
歳
）

上
糸
生 

渡
邉　
　

茂
さ
ん
（
88
歳
）

江　

波 

山
内　

恭
子
さ
ん
（
62
歳
）

　

宿 

千
代　
　

浩
さ
ん
（
55
歳
）

　

宿 

岩
田
美
代
乃
さ
ん
（
98
歳
）

桜　

谷 

伊
藤　

太
一
さ
ん
（
91
歳
）

笈　

松 

菅
原　

善
麿
さ
ん
（
74
歳
）

編
集
後
記

朝　

日 

奥お
く

谷だ
に　

　

空そ
ら

（
義
貴
、
男
）

朝　

日 

佐さ

さ々

木き

楓ふ
う

夏か

（
宏
明
、
女
）

朝　

日 

村む
ら

上か
み　

凜り
ん

夏か

（
吉
旦
、
女
）

佐
々
生 

松ま
つ

田だ　

響ひ
び

輝き

（
秋
仁
、
男
）

佐
々
生 

松ま
つ

田だ　

瑠る

夏か

（
秋
仁
、
女
）

佐
々
生 

久く

保ぼ　

瑛え
い

太た

（
邦
宏
、
男
）

気
比
庄 

青あ
お

山や
ま　

悠ゆ

乃の

（
大
洋
、
女
）

天　

宝 

黒く
ろ

田だ　

朔さ
く

叶と

（
大
介
、
男
）

青　

野 

中な
か

村む
ら　

彩さ
や

楓か

（
正
樹
、
女
）

小
曽
原 

内う
ち

山や
ま　

夏な
つ

桔き

（
大
樹
、
女
）

樫　

津 

藤ふ
じ

井い　

悠は
る

乃の

（
浩
司
、
女
）

八　

田 

下し
た

宮み
や　

結ゆ

月づ
き

（
孝
明
、
女
）

小　

樟 

岩い
わ

﨑さ
き　

　

暖だ
ん

（
裕
志
、
男
）

高　

橋 

服は
っ

部と
り　

蒼そ
う

亮す
け

（
敬
亮
、
男
）

細　

野 

齊さ
い

藤と
う　

蒼そ
う

佑す
け

（
靖
広
、
男
）

赤
井
谷 

岩い
わ

𠩤は
ら　

梨り

夏な

（
弘
典
、
女
）

打　

越 

臼う
す

屋や　

琥く
う

羽は

（
大
樹
、
男
）

写真1

写真2
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S p e c i a l  f e a t u r e  a r t i c l e
特  集

9
月
は
健
康
増
進
普
及
月
間
で
す

Trying
 to

 p
ro

tect health
in the health exam

inatio
ns

　
あ
な
た
は
毎
年
、健
康
診
査（
健
診
）を

受
け
て
い
ま
す
か
。
自
分
の
健
康
状
態
を

知
る
た
め
の
健
診
は
、
生
活
習
慣
を
見
直

す
き
っ
か
け
と
な
り
ま
す
。

　
生
活
習
慣
を
改
善
し
、
健
康
を
維
持
す

る
こ
と
は
未
来
の
自
分
や
家
族
の
た
め
で

あ
り
、
医
療
費
や
介
護
サ
ー
ビ
ス
費
の
負

担
軽
減
に
も
つ
な
が
り
ま
す
。

　

Ａ
さ
ん
は
、
内
臓
脂
肪
の
蓄
積
が
原
因

で
高
中
性
脂
肪
や
高
血
圧
な
ど
の
危
険
因

子
が
増
え
て
い
き
ま
し
た
。し
か
し
、自
覚

症
状
が
な
い
た
め
、
生
活
習
慣
を
見
直
さ

ず
、
そ
の
ま
ま
に
し
て
い
た
た
め
に
心
筋

梗
塞
を
発
症
し
て
し
ま
い
ま
し
た
。

　

こ
の
よ
う
に
な
ら
な
い
た
め
に
は
、
血

管
を
傷
つ
け
る
危
険
因
子
が
あ
る
か
ど
う

か
を
毎
年
チ
ェ
ッ
ク
す
る
こ
と
で
す
。

　

健
診
は
、
そ
の
年
の
体
の
良
い
悪
い
を

見
る
だ
け
で
な
く
、
毎
年
の
数
値
を
見
比

べ
て
み
る
こ
と
で
、血
管
の
変
化
を
お
こ
し

や
す
い
状
態
か
ど
う
か
を
み
る
の
で
、
毎

年
受
け
る
か
ら
こ
そ
意
味
が
あ
り
ま
す
。

　

生
活
習
慣
病
を
予
防
す
る
た
め
に
は
、

ど
の
よ
う
な
健
康
管
理
に
取
り
組
め
ば
よ

い
か
考
え
て
み
ま
し
ょ
う
。

な
ぜ
健
診
を
受
け
な
い
と
ダ
メ
な
の
？

　
脳
血
管
疾
患
、心
筋
梗
塞
、腎
不
全
な
ど
の
生
活
習

慣
病
は
、あ
る
日
突
然
お
こ
っ
た
か
の
よ
う
に
見
え
ま

す
が
実
は
ち
が
い
ま
す
。

　

生
活
習
慣
病
を
お
こ
す
血
管
の
変
化
は
、
10
～
15

年
か
け
て
じ
わ
じ
わ
と
進
ん
で
い
き
ま
す
。
そ
の
間
、

｢

痛
い｣

や｢

だ
る
い｣

と
言
っ
た
自
覚
症
状
は
あ
り
ま

せ
ん
。自
分
が
気
付
か
な
い
う
ち
に
、血
管
の
変
化（
動

脈
硬
化
）が
進
ん
で
い
る
か
も
し
れ
な
い
の
で
す
。

　
例
え
ば
、Ａ
さ
ん
の
ケ
ー
ス
で
検
証
し
て
み
ま
し
た
。

（
下
図
）

年
に
一
度
は
健
診
を
受
診

　

越
前
町
国
民
健
康
保
険
加
入
者
が
受
診

す
る｢

特
定
健
診｣

の
受
診
率
は
39
パ
ー
セ

ン
ト
で
、約
60
パ
ー
セ
ン
ト
は
未
受
診
で
す
。

　

特
に
働
き
盛
り
の
40
～
64
歳
の
受
診
率

が
低
い
状
況
に
あ
り
ま
す
。

健
診
の
結
果
を
確
認

　

健
診
結
果
は
、
自
分
の
体
の
状
態
を
理

解
し
、そ
の
状
態
に
応
じ
た
生
活
習
慣
を
選

択
・
実
行
す
る
た
め
の
大
切
な
情
報
で
す
。

　

町
の
健
康
診
査
を
受
診
し
た
人
に
は
左

表
の
結
果
を
お
返
し
し
て
い
ま
す
。
検
査

値
に
応
じ
て
色
が
付
く
た
め
、自
分
の
体
の

状
態
を
知
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
ま
た
、重
症
化
予
防
の
た
め
に
、健
診
結

果
に
応
じ
て
、保
健
師
や
栄
養
士
が
生
活
改

善
の
取
り
組
み
を
支
援
し
て
い
ま
す
。

健
診
で
自
分
の
健
康
を
守
り
ま
し
ょ
う

年齢 36 37 38 39 40 41 42 43 44 45 46 47 48 49 50 51 52 53 54 55 56 57

危
　
険
　
因
　
子

　　　　　BMI　25以上（肥満）
心
筋
梗
塞
発
症

高中性脂肪

高 LDLコレステロール

高血圧

低HDLコレステロール

高血糖

●印の検診は予約です。電話または
町ホームページからご予約ください。

健　診　日 受付時間 場　　　　所
健康
診査

肺がん
検診

胃がん
 検診（※）

乳がん
検診

子宮頸
がん検診

大腸がん検診はすべての検診時間内で配布・回収します。

9 月28日（水）
 8 ：30 ～ 10：00

織田コミュニティセンター
● ● ●

13：00 ～ 14：00 ● ●

9 月30日（金）  8 ：30 ～ 10：00 サンライズ織田 ● ● ●

10月1日（土） 13：00 ～ 14：00
宮崎コミュニティセンター

● ● ● ●

10月2日（日）  8 ：30 ～ 10：00 ● ● ●

10月3日（月）
 8 ：30 ～ 10：00

越前コミュニティセンター
● ● ●

13：00 ～ 14：00 ● ●

10月4日（火）  8 ：30 ～ 10：00 越前サブコミュニティセンター（梅浦） ● ● ●

10月6日（木）
 8 ：30 ～ 10：00

越前町生涯学習センター  糸生分館
○ ○ ●

13：00 ～ 14：00 ● ●

10月7日（金）
 8 ：30 ～ 10：00

朝日保健センター（朝寿殿）
● ● ●

13：00 ～ 14：00 ● ●

問合せ先　健康保険課　☎34‒8710※　集団の胃がん検診はバリウム透視のみ

集団健診日程のご案内（9月16日～ 10月15日実施分）

秋の健診週間が始まります

平成27年度特定健診の受診状況
40 〜 64歳 65 〜 74歳

男性 23％ 42％

女性 36％ 50％

全体 26％ 44％

57歳で心筋梗塞になった A さん。でも、急に心筋梗塞になったのではなく…
なんと30歳代から変化（内臓脂肪の蓄積）が始まっていました。

Aさんのケースで検証

P
o

int 1
P

o
int 2

　今年、5月に ｢健康診査・がん検診受
診券つづり｣ を個人通知で送付しました。
まだ受診されていない人は、ぜひ受診し
てください。

12

6

39

A さんは、脂質異常、高血圧、高血糖…と、危険因子を徐々に増やしました。
一つ一つの異常は軽く、自覚症状もないのに血管は傷つき、動脈硬化が進んでいきました。
そして、ついに命にかかわる病気、心筋梗塞に…。
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え
ち
ぜ
ん
カ
レ
ン
ダ
ー

9
月
1
日
～
9
月
30
日

発
行
／
越
前
町
役
場
　
  編
集
／
総
務
課

〒
916
‒0192　

福
井
県
丹
生
郡
越
前
町
西
田
中
13
－
5
－
1

TEL 0778
‒34
‒1234㈹

　
FA
X
 0778

‒34
‒1236

大豆油インキで印刷しています
再生紙を使用しています

広
報
 え
ち
ぜ
ん
　
N
o.140

平
成
28年

9
月
1
日
発
行

町ホームページ
http://www.town.echizen.fukui.jp
過去の広報えちぜんも
町ホームページでご覧いただけます。

（携帯電話用）

町ホームページQRコード 町公式動画チャンネルQRコード

（スマートフォン用） （スマートフォン用）

※
休
日
当
番
医
の
診
療
時
間
は
、
9：
00
～
17
：
00
で
す
。
都
合
に
よ
り
医
療
機
関
が
変
更
に

　
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
、
受
診
前
に
電
話
や
当
日
の
新
聞
な
ど
で
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

日
月

火
水

木
金

土

1
1歳
6か
月
児
健
診

13
：
30
～
16
：
00

織
田
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

2
子
育
て
サ
ロ
ン

9：
30
～
11
：
00

越
前
町
社
会
福
祉
セ
ン
タ
ー（
西
田
中
）

3

4

【
休
日
当
番
医
】

両
林
医
院

☎
37
-0
00
5

5
結
婚
相
談

13
：
30
～
16
：
00

越
前
町
社
会
福
祉
セ
ン
タ
ー（
西
田
中
）

6
く
ら
し
の
困
り
ご
と
相
談
会

13
：
00
～
16
：
00

宮
崎
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

7
子
育
て
サ
ロ
ン

9：
30
～
11
：
00

越
前
町
社
会
福
祉
セ
ン
タ
ー（
西
田
中
）

　
　
　
　
　
　

8
9
子
育
て
サ
ロ
ン

9：
30
～
11
：
00

越
前
町
社
会
福
祉
セ
ン
タ
ー（
西
田
中
）

10

11
敬
老
会

町
内
4
地
区
各
会
場

【
休
日
当
番
医
】

伊
部
病
院

☎
34
-0
22
0

12
結
婚
相
談

13
：
30
～
16
：
00

越
前
町
社
会
福
祉
セ
ン
タ
ー（
西
田
中
）

13
空
き
家
相
談
会

13
：
00
～
17
：
00

越
前
町
社
会
福
祉
セ
ン
タ
ー（
西
田
中
）

子
ど
も
の
発
達
相
談
会

（
予
約
制
）

13
：
00
～
16
：
00

朝
日
保
健
セ
ン
タ
ー

く
ら
し
の
困
り
ご
と
相
談
会

13
：
00
～
16
：
00

越
前
町
社
会
福
祉
セ
ン
タ
ー（
西
田
中
）

14
離
乳
食
教
室（
後
期
）

（
予
約
制
）

10
：
00
～
12
：
00

織
田
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

子
育
て
サ
ロ
ン

9：
30
～
11
：
00

越
前
町
社
会
福
祉
セ
ン
タ
ー（
西
田
中
）

15
す
ま
い
る
教
室（
予
約
制
）

10
：
00
～
11
：
30

朝
日
保
健
セ
ン
タ
ー

16
子
育
て
サ
ロ
ン

9：
30
～
11
：
00

越
前
町
社
会
福
祉
セ
ン
タ
ー（
西
田
中
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　

17

18

【
休
日
当
番
医
】

整
形
外
科
大
城
医
院

☎
32
-3
50
0

19
敬
老
の
日

【
休
日
当
番
医
】

長
田
内
科
胃
腸
科
医
院

☎
32
-2
77
4

20
く
ら
し
の
困
り
ご
と
相
談
会

13
：
00
～
16
：
00

越
前
地
域
福
祉
セ
ン
タ
ー（
梅
浦
）

21
子
育
て
サ
ロ
ン

9：
30
～
11
：
00

越
前
町
社
会
福
祉
セ
ン
タ
ー（
西
田
中
）

22
秋
分
の
日

介
護
お
は
な
し
会

13
：
00
～
15
：
00

福
井
総
合
植
物
園
プ
ラ
ン
ト
ピ
ア

【
休
日
当
番
医
】

織
田
病
院

☎
36
-1
00
0

23
子
育
て
サ
ロ
ン

9：
30
～
11
：
00

越
前
町
社
会
福
祉
セ
ン
タ
ー（
西
田
中
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

24
第
6回
越
前
さ
か
な
ま
つ
り

9：
00
～
16
：
00

厨
漁
港
広
場

25
第
6回
越
前
さ
か
な
ま
つ
り

9：
00
～
16
：
00

厨
漁
港
広
場

結
婚
相
談

13
：
30
～
15
：
30

越
前
町
社
会
福
祉
セ
ン
タ
ー（
西
田
中
）

【
休
日
当
番
医
】

橘
医
院

☎
36
-0
01
5

26
27
心
を
い
や
す
相
談
会

（
予
約
制
）

9：
30
～
12
：
00

越
前
町
役
場

く
ら
し
の
困
り
ご
と
相
談
会

13
：
00
～
16
：
00

織
田
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

28
子
育
て
サ
ロ
ン

9：
30
～
11
：
00

越
前
町
社
会
福
祉
セ
ン
タ
ー（
西
田
中
）

29
2歳
児
歯
科
健
診

13
：
30
～
16
：
00

織
田
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

30
子
育
て
サ
ロ
ン

9：
30
～
11
：
00

越
前
町
社
会
福
祉
セ
ン
タ
ー（
西
田
中
）
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